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まえがき 

 

 

本市では、人権教育・啓発の推進及び男女共同参画社会の実現に向けてさまざまな取り組みを

進めております。 

このたび、人権や男女共同参画に関する市民の皆様の考えや意見をお聞かせいただき、本市の

今後の人権教育・啓発、男女共同参画の効果的な推進、また、（仮称）「第 2期伊丹市男女共同参

画計画」策定のための基礎資料とすることを目的として、１５歳以上の市民約３，０００人を対

象に「伊丹市人権・男女共同参画に関する市民意識調査」を実施しました。 

なお、女性の活躍推進に関する意識やニーズを把握するための設問を盛り込んでいる「男女共

同参画に関する市民意識調査」は、「市民・団体・企業との協働による伊丹市の女性活躍推進事

業」の一環として、郵送対象の市民の皆様の他、市内のさまざまな団体にもご協力いただきまし

た。 

お忙しい中、本調査にご協力いただきました市民の皆様や関係団体の皆様に心より厚くお礼申

し上げます。 

 

 

 

伊丹市市民自治部共生推進室同和・人権推進課 
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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

人権・男女共同参画に関する市民の考えや意見を聞き、今後の施策の参考とするために調査を

実施するものです。 

 
 

２ 調査対象 

伊丹市在住の 15歳以上を無作為抽出 

 
 

３ 調査期間 

平成 27（2015）年８月 19日から平成 27（2015）年９月 18日 

※これ以降、元号で表記しています。 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収（全員に礼状兼督促状２回発送） 

 
 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

3,020 通 1,458 通 48.3％ 

 
 
 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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・過去調査との比較で参照した調査は、下表のとおりです。 

分野 比較対象 実施調査 

人
権
問
題 

平成 21年度調査 伊丹市人権に関する市民意識調査結果報告書（平成 22 年２月発行） 

兵庫県調査 人権に関する県民意識調査調査結果報告書（平成 26 年３月発行） 

全国調査 人権擁護に関する世論調査（平成 24年８月調査） 

男
女
共
同
参
画 

平成 22年度調査 第５回男女共同参画に関する市民意識調査結果報告書（平成 22 年 12 月発行）  

兵庫県調査 県民モニター「第２回アンケート調査」（平成 22 年 11 月調査） 

全国調査 女性の活躍推進に関する世論調査（平成 26年８月調査） 

全国調査（ＤＶ） 男女間における暴力に関する調査（平成 26年度調査） 

 

 

 

伊丹市が行った「男女共同参画に関する市民意識調査」について 

伊丹市は過去５回、「男女共同参画に関する市民意識調査」を行っています。平成 27年度調査

は第６回目の調査です。 

第１回 平成３年度 「女と男の暮らしと意識」調査 

第２回 平成８年度 「第２回男女共同参加型社会づくりに関する市民意識調査」  

第３回 平成 13年度 「第３回男女平等に関する市民意識調査」 

第４回 平成 16年度 「第４回男女平等に関する市民意識調査」 

第５回 平成 22年度 「第５回男女共同参画に関する市民意識調査」 

第６回 平成 27年度 

 

 

 

本年度は、市民団体、事業主、労働者の考えや意見を聞くため、「伊丹市人権・男女共同参画

に関する市民意識調査」の質問から男女共同参画に関する質問の一部と、関係団体の特徴に応じ

た、女性の活躍等に関する質問を追加して３種類の調査票を作成し、実施しました。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 人権問題について 

問１ あなたは、「人権」を、身近な問題として感じていますか｡（○は１つ） 

「非常に身近に感じる」と「かなり身近に感じる」をあわせた“身近に感じる”の割合が 34.4％

となっています。「あまり身近に感じない」と「まったく身近に感じない」をあわせた“身近に

感じない”の割合が 35.9％となっています。 

平成 21年度調査と比べると、“身近に感じない”の割合が 5.7ポイント高くなっています。 

兵庫県調査と比べると、“身近に感じる”の割合が 6.7ポイント低くなっています。また、“身

近に感じない”の割合が 11.6ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 次の①～③のそれぞれについて、あなたはどのように思いますか。 

（○はそれぞれ１つ） 

① 今の日本は、人権が尊重されている社会である 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が 56.5％となっ

ています。「どちらかといえばそう思わない」と「そうは思わない」をあわせた“そう思わない”

の割合が 17.3％となっています。 

平成 21年度調査と比べると、“そう思う”の割合が 11.0ポイント高くなっています。また、“そ

う思わない”の割合が 7.3ポイント低くなっています。 

兵庫県調査と比べると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

平成27年度調査 1458

平成21年度調査 1052

兵庫県調査 1210

13.4

10.0

12.0

43.1

35.5

43.7

24.9

27.8

27.8

15.6

9.7

11.7

9.0

7.6

4.1 0.7

2.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成27年度調査 1458

平成21年度調査 1052

兵庫県調査 1210

9.3

10.1

10.2

25.1

25.7

30.9

24.9

27.6

32.1

4.626.8

32.9

22.0

3.4

3.0

2.3 2.0

3.7

0.5

1.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.19.113.6 28.122.913.6 23.626.331.8 33.233.336.4 3.32.8 4.52.14.80.50.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に身近に感じる かなり身近に感じる どちらとも言えない

あまり身近に感じない まったく身近に感じない わからない

無回答

13.4 43.1 24.9 9.7 7.6 1.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない
そうは思わない 無回答
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② 市民一人ひとりの人権意識は５～６年前に比べて高くなっている 

“そう思う”の割合が 39.5％となっています。“そう思わない”の割合が 18.5％となっています。 

平成 21年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

兵庫県調査と比べても、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

③ ５～６年前に比べて人権が侵害されていることは減っている 

“そう思う”の割合が 33.2％となっています。“そう思わない”の割合が 20.8％となっていま

す。 

平成 21年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

兵庫県調査と比べても、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

平成27年度調査 1458

平成21年度調査 1052

兵庫県調査 1210

9.5

8.2

10.2

23.7

25.0

24.0

44.0

40.4

44.9

11.9

8.6

13.8

12.1

12.2

6.5 0.6

2.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成27年度調査 1458

平成21年度調査 1052

兵庫県調査 1210

11.1

11.6

10.4

28.4

28.2

25.5

40.4

36.6

46.6

10.7

7.5

10.4

10.6

11.0

6.7 0.3

2.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%13.4 43.1 24.9 9.7 7.6 1.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない
そうは思わない 無回答

13.4 43.1 24.9 9.7 7.6 1.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない
そうは思わない 無回答
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問３ あなたは、今までに、自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか｡ 

（○は１つ） 

「ない」の割合が 61.2％と最も高く、次いで「ある」の割合が 21.4％、「わからない」の割合

が 16.1％となっています。 

兵庫県調査と比べると、「ない」の割合が 8.5ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは、今までに、他人の人権を侵害したことがあると思いますか。（○は１つ） 

「ないと思う」の割合が 48.4％と最も高く、次いで「自分では気づかなかったが、あるかもし

れない」の割合が 37.0％となっています。 

平成 21 年度調査と比べると、「自分では気づかなかったが、あるかもしれない」の割合が 5.8

ポイント低くなっています。 

兵庫県調査と比べると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

平成27年度調査 1458

平成21年度調査 1052

兵庫県 1210

48.4

43.6

45.1

37.0

42.8

41.7

5.4

4.6

6.0

6.8

7.5

6.4

2.2

1.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成27年度調査 1458

平成21年度調査 1052

兵庫県調査 1210

21.4

20.9

24.9

61.2

56.6

52.7

16.1

20.9

19.0

1.6

1.3

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.4 61.2 16.1 1.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

48.4 37.0 5.4 7.5 1.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ないと思う
自分では気づかなかったが、あるかもしれない
あると思う
わからない
無回答
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問５ 結婚についてお聞きします。①、②それぞれにお答えください。（○はいくつでも） 

① あなたの結婚相手を考える際、相手の人柄や性格以外で、気になること（気になったこと）は次のうち

どれですか。 

「相手の健康状態」の割合が 43.7％と最も高く、次いで「相手の経済力」の割合が 33.8％、「相

手の職業」の割合が 27.6％となっています。 

平成 21年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

相手の学歴

相手の経済力

相手の職業

相手の家柄

相手の国籍・民族

相手の宗教

相手の健康状態

相手やその家族が障がい
のある人かどうか

相手がいわゆる同和地区
の出身者かどうか

特に気にしない

わからない

その他

無回答

12.3

33.8

27.6

16.9

19.1

25.0

43.7

12.0

13.6

23.3

2.7

1.4

2.8

10.0

34.0

28.0

16.1

15.8

27.7

48.2

8.6

11.0

22.5

4.9

1.6

6.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

平成27年度調査（N = 1458）

平成21年度調査（N = 1052）
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② あなたにお子さんがいらっしゃるとして、子どもの結婚相手を考える際、相手の人柄や性格以外で、気

になること（気になったこと）は次のうちどれですか。 

「相手の健康状態」の割合が 51.6％と最も高く、次いで「相手の経済力」の割合が 43.6％、「相

手の職業」の割合が 33.3％となっています。 

平成 21年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

相手の学歴

相手の経済力

相手の職業

相手の家柄

相手の国籍・民族

相手の宗教

相手の健康状態

相手やその家族が障がい
のある人かどうか

相手がいわゆる同和地区
の出身者かどうか

特に気にしない

わからない

その他

無回答

13.3

43.6

33.3

21.3

22.1

27.1

51.6

15.5

14.8

17.4

4.0

1.8

2.5

12.3

45.8

35.1

23.1

18.1

28.2

56.3

12.1

13.3

17.4

5.4

1.4

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

平成27年度調査（N = 1458）

平成21年度調査（N = 1052）
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問６ 日本の社会には、人権にかかわるさまざまな問題があります。 

それぞれの問題の内容を知っているか、また、関心があるか、あまり悩まず直感で

お答えください。（それぞれにあてはまるものに○） 

認知度については、『⑭北朝鮮当局によって拉致された被害者に関する問題』で「内容まで知

っている」と「聞いたことがあるが、内容まで知らない」をあわせた“認知度”の割合が 84.2％

と最も高くなっています。 

関心度については、『③高齢者に関する問題』で「関心がある」の割合が 57.8％と最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認知度(Ｎ = 1458)】 

26.6 48.7 16.9 7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている

聞いたことがあるが、内容まで知らない

知らない

無回答

49.9 15.6 26.0 8.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある 関心がない

わからない 無回答

【関心度(Ｎ = 1458)】 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

働く人の権利に関する問題

東日本大震災に伴う人権問題

エイズ患者・ＨＩＶ（エイズ・ウイル
ス）感染者に関する問題

ハンセン病患者・回復者などに関する問
題

北朝鮮当局によって拉致された被害者に
関する問題

犯罪被害者などに関する問題

性同一性障害（心と体の性が一致しない
人）に関する問題

インターネット（パソコン、スマート
フォンなど）を悪用した人権侵害の問題

刑を終えて出所した人に関する問題

アイヌの人々に関する問題

人身取引（性的搾取・強制労働などを目
的とした人身取引）に関する問題

ホームレスの人に関する問題

性的指向（異性愛・同性愛・両性愛）を
理由とした人権侵害の問題

同和問題

日本に居住している外国人に関する問題

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がいのある人に関する問題

18.2

27.8

56.2

48.1

25.2

16.5

8.7

8.2

48.3

48.2

27.7

36.5

8.4

7.5

7.4

7.2

30.3

55.8

21.2

22.9

47.4

26.3

41.4

24.8

36.1

28.2

28.3

50.1

57.8

55.6

49.9

19.7

10.4

31.8

27.8

15.4

28.5

12.2

21.1

19.2

25.0

24.2

11.1

10.7

10.4

15.6

42.0

26.1

39.4

41.0

29.5

37.5

38.1

45.7

37.0

39.2

37.9

28.9

23.3

25.2

26.0

8.0

7.8

7.6

8.3

7.8

7.6

8.2

8.3

7.8

7.7

9.6

9.8

8.2

8.8

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.0

8.8

22.5

15.5

41.1

43.6

52.9

47.0

42.9

40.5

17.0

30.5

8.0

7.1

7.6

7.0

26.6

21.5

23.7

25.4

29.7

14.8

24.3

16.5

14.6

24.1

27.2

14.8

15.5

39.5

12.3

48.7

48.0

49.9

50.5

43.2

45.1

51.4

47.1

53.1

51.6

47.5

49.0

50.9

44.7

49.0

16.9

21.7

18.1

15.2

18.9

32.8

17.5

29.5

24.3

17.0

18.2

28.5

26.2

8.8

31.7

7.8

8.8

8.4

8.9

8.2

7.3

6.9

6.9

8.0

7.3

7.1

7.8

7.4

6.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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質問項目について、「認知度」と「関心度」を 6 つの選択肢の中から回答してもらい、下記の

手順で得点化し、分析を行いました。 

 

■認知度・関心度の得点化の手順■ 

認知度  得点  関心度  得点 

内容まで知っている → 3 点  関心がある → 3 点 

聞いたことがあるが、

内容まで知らない 
→ 2 点 

 
関心がない → 1 点 

知らない → 1 点  わからない → 計算対象外 

無回答 → 計算対象外  無回答 → 計算対象外 

■認知度の得点の算出式■ 

 （3 点×「内容まで知っている」の回答者数＋2 点×「聞いたことがあるが、内容まで知

らない」の回答者数＋1 点×「知らない」の回答者数）／有効回答者数 

 

  

■関心度の得点の算出式■ 

 （3 点×「関心がある」の回答者数＋1 点×「関心がない」の回答者数）／有効回答者

数 

 

  

 

【問６ 項目内容】 

項目 関心度 認知度 

①女性に関する問題 2.52 2.10 

②子どもに関する問題 2.69 2.00 

③高齢者に関する問題 2.69 2.06 

④障がいのある人に関する問題 2.64 2.11 

⑤同和問題 2.08 2.12 

⑥日本に居住している外国人に関する問題 2.06 1.81 

⑦エイズ患者・ＨＩＶ（エイズ・ウイルス）感染者に関する問題 2.31 2.07 

⑧ハンセン病患者・回復者などに関する問題 2.08 1.86 

⑨犯罪被害者などに関する問題 2.54 1.89 

⑩性同一性障害（心と体の性が一致しない人）に関する問題 1.96 2.08 

⑪インターネット（パソコン、スマートフォンなど）を悪用した人権侵害の問題 2.51 2.10 

⑫ホームレスの人に関する問題 1.90 1.85 

⑬性的指向（異性愛・同性愛・両性愛）を理由とした人権侵害の問題 1.80 1.88 

⑭北朝鮮当局によって拉致された被害者に関する問題 2.69 2.33 

⑮刑を終えて出所した人に関する問題 2.21 1.79 

⑯アイヌの人々に関する問題 1.84 1.62 

⑰人身取引（性的搾取・強制労働などを目的とした人身取引）に関する問題 2.25 1.66 

⑱働く人の権利に関する問題 2.73 2.06 

⑲東日本大震災に伴う人権問題 2.71 1.84 
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【認知度と関心度】 

認知度と関心度でみると、認知度と関心度がともに高い項目は、「女性に関する問題」、「障が

いのある人に関する問題」、「北朝鮮当局によって拉致された被害者に関する問題」などとなって

います。 

認知度が低く関心度が高い項目は、「犯罪被害者などに関する問題」、「東日本大震災に伴う人

権問題」となっています。 

認知度が高く関心度が低い項目は、「同和問題」、「エイズ患者・ＨＩＶ（エイズ・ウイルス）

感染者に関する問題」、「性同一性障害（心と体の性が一致しない人）に関する問題」となってい

ます。 

認知度と関心度がともに低い項目は、「日本に居住している外国人に関する問題」、「性的指向

（異性愛・同性愛・両性愛）を理由とした人権侵害の問題」、「アイヌの人々に関する問題」など

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1女性に関する問題 8ハンセン病患者・回復者などに関する問題 15刑を終えて出所した人に関する問題 

2子どもに関する問題 9犯罪被害者などに関する問題 16アイヌの人々に関する問題 
3高齢者に関する問題 10性同一性障害に関する問題 17人身取引に関する問題 
4障がいのある人に関する問題 11インターネットを悪用した人権侵害の問題 18働く人の権利に関する問題 

5同和問題 12ホームレスの人に関する問題 19東日本大震災に伴う人権問題 
6日本に居住している外国人に関する問題 13性的指向を理由とした人権侵害の問題  
7エイズ患者・ＨＩＶ感染者に関する問題 14 北朝鮮当局によって拉致された被害者に関

する問題 

 

平均値：
1.96

平均値：
2.33

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

19

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8

関心度 

認
知
度 
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問７ 日本に居住している外国人に関することで、人権上、あなたが特に問題があると思

うのはどのようなことですか。（○は３つまで） 

「就職・職場で不利な扱いを受けること」の割合が 41.6％と最も高く、次いで「文化や生活習

慣の違いが受け入れられなかったり、その違いからいやがらせを受けること」の割合が 29.4％、

「入学・学校で不利な扱いを受けること」の割合が 25.2％となっています。 

平成 21 年度調査と比べると、「就職・職場で不利な扱いを受けること」の割合が 11.8 ポイン

ト、「入学・学校で不利な扱いを受けること」の割合が 11.6 ポイント、「文化や生活習慣の違い

が受け入れられなかったり、その違いからいやがらせを受けること」の割合が 7.1ポイント高く

なっています。 

兵庫県調査と比べると、「就職・職場で不利な扱いを受けること」の割合が 14.9ポイント、「入

学・学校で不利な扱いを受けること」、「住宅の申し込みや入居で不利な扱いを受けること」の割

合が 10.8ポイント高くなっています。 

全国調査と比べると、「就職・職場で不利な扱いを受けること」の割合が 15.7ポイント高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 21年度調査の項目に「差別的な言動や差別的な落書きがあること」、「インターネットを悪用した

差別的な情報が掲載されること」はありませんでした。 

全国調査では、「じろじろ見られたり、避けられたりすること」、「職場、学校等で嫌がらせやいじめ

を受けること」、「宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること」、「特にない」の項目があ

りました。 

％

入学・学校で不利な扱いを受けること

就職・職場で不利な扱いを受けること

住宅の申し込みや入居で不利な扱いを
受けること

年金などの社会保障制度で不利な扱い
を受けること

周囲から結婚を反対されること

文化や生活習慣の違いが受け入れられ
なかったり、その違いからいやがらせ
を受けること

外国語の表記にするなど、情報をわか
りやすい形にして伝える配慮が足りな
いこと

政治に意見が十分反映されないこと

差別的な言動や差別的な落書きがある
こと

インターネットを悪用した差別的な情
報が掲載されること

わからない

その他

無回答

25.2

41.6

23.0

17.4

9.9

29.4

11.9

10.2

14.4

8.6

16.9

1.6

4.0

13.6

29.8

16.6

23.4

8.7

22.3

16.2

15.1

30.7

1.9

4.4

14.4

26.7

12.2

15.3

14.6

30.6

22.8

11.2

26.9

2.4

3.4

25.9

24.9

12.5

34.8

15.0

14.1

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 
－ 

－ 
－ 
－ 

－ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成27年度調査（N = 1458）

平成21年度調査（N = 1052）

兵庫県調査（N = 1210）

全国調査（平成24年度）（N = 1864）
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問８ 同和問題に関することで、今、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

（○は３つまで） 

「結婚問題での周囲からの反対」の割合が 36.8％と最も高く、次いで「いわゆる同和地区への

居住の敬遠」の割合が 29.2％、「わからない」の割合が 21.6％となっています。 

平成 21年度調査と比べると、選択可能な回答数を３つまでに減らしたにもかかわらず、「結婚

問題での周囲からの反対」の割合が 9.6 ポイント、「就職・職場での差別・不利な扱い」の割合

が 5.9 ポイント高くなっています。また、「わからない」の割合が 6.3 ポイント低くなっていま

す。 

兵庫県調査と比べると、「就職・職場での差別・不利な扱い」の割合が 10.2ポイント高くなっ

ています。 

全国調査と比べると、「わからない」の割合が 9.6ポイント高くなっています。また、「身元調

査を実施すること」の割合が 8.7 ポイント、「特に起きているとは思わない」の割合が 7.4 ポイ

ント、「インターネットを悪用した差別的な情報の掲載」の割合が 5.7ポイント、「差別的な言動」

の割合が 5.6ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査ではいくつでも選択可能でしたが、今回調査では選択可能な回答数が３つまでとなっていま

す。 

※兵庫県調査の項目では「同和問題を知らない」がありました。 

全国調査では、「地域の活動やつきあいでの差別・不利な扱い」、「いわゆる同和地区への居住の敬遠」

の項目はありませんでした。 

％

差別的な言動

差別的な落書き

就職・職場での差別・不
利な扱い

結婚問題での周囲からの
反対

身元調査を実施すること

インターネットを悪用し
た差別的な情報の掲載

地域の活動やつきあいで
の差別・不利な扱い

いわゆる同和地区への居
住の敬遠

特に起きているとは思わ
ない

同和問題を知らない

わからない

その他

無回答

19.3

4.0

21.1

36.8

19.1

9.3

9.3

29.2

11.2

21.6

1.5

2.7

18.1

5.1

15.2

27.2

19.1

11.1

9.0

32.9

15.4

27.9

3.8

2.8

19.8

3.9

10.9

32.6

15.6

13.1

10.8

28.7

13.5

1.6

19.6

3.7

2.7

24.9

7.6

23.2

37.3

27.8

15.0

18.6

12.0

0.8

－
－

－

－

－

－

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成27年度調査（N = 1458）
平成21年度調査（N = 1052）
兵庫県調査（N = 1210）
全国調査（平成24年度）（N = 1476）
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問９ あなたは、インターネット（パソコン、スマートフォンなど）をどのような目的で

利用しますか。（○はいくつでも） 

「情報収集・検索」の割合が 69.8％と最も高く、次いで「メールなどのやりとり」の割合が

49.6％、「ショッピングなどの商用サイトの利用」の割合が 36.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458 ％

情報収集・検索

ホームページやブログなどの
作成

ゲームなど

掲示板への書き込み

メールなどのやりとり

ショッピングなどの商用サイト
の利用

その他

あまりインターネットを利用し
ない

無回答

69.8

6.3

24.3

1.7

49.6

36.6

3.8

18.9

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 10 インターネット（パソコン、スマートフォンなど）を悪用した人権侵害について、

あなたが特に問題があると思うのはどのようなことですか｡（○は３つまで） 

「他人へのひどい悪口（誹謗中傷）や差別的な表現などを掲載すること」の割合が 60.7％と最

も高く、次いで「いったん流れた情報の訂正や回収が難しいこと」の割合が 31.2％、「他人のプ

ライバシーに関する情報を掲載すること」の割合が 31.1％となっています。 

平成 21 年度調査と比べると、「第三者が無断で他人の電子メールを閲覧すること」の割合が

10.9ポイント、「犯罪を誘発する場となっている出会い系サイトなどがあること」の割合が 10.8

ポイント、「悪質商法によるインターネット取引での被害があること」の割合が 7.3ポイント、「い

ったん流れた情報の訂正や回収が難しいこと」の割合が 5.2 ポイント、「ポルノ画像など有害な

ホームページがあること」の割合が 5.1ポイント低くなっています。 

兵庫県調査と比べると、「第三者が無断で他人の電子メールを閲覧すること」の割合が 6.8 ポ

イント、「犯罪を誘発する場となっている出会い系サイトなどがあること」の割合が 5.0 ポイン

ト低くなっています。 

全国調査と比べると、「捜査対象（事件の容疑者となった）の未成年者の名前・顔写真を掲載

すること」の割合が 20.0ポイント、「ポルノ画像など有害なホームページがあること」の割合が

16.2ポイント、「犯罪を誘発する場となっている出会い系サイトなどがあること」の割合が 14.0

ポイント、「わからない」の割合が 7.9ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

他人へのひどい悪口（誹謗中傷）
や差別的な表現などを掲載するこ
と

捜査対象（事件の容疑者となっ
た）の未成年者の名前・顔写真を
掲載すること

第三者が無断で他人の電子メール
を閲覧すること

犯罪を誘発する場となっている出
会い系サイトなどがあること

ポルノ画像など有害なホームペー
ジがあること

悪質商法によるインターネット取
引での被害があること

いったん流れた情報の訂正や回収
が難しいこと

差別を助長するような情報を掲
載・検索すること

他人のプライバシーに関する情報
を掲載すること

わからない

その他

無回答

60.7

11.4

15.6

28.9

12.8

21.3

31.2

8.2

31.1

9.2

1.2

5.1

63.3

14.5

26.5

39.7

17.9

28.6

36.4

10.1

1.5

2.9

63.1

9.7

22.4

33.9

11.0

24.2

33.6

11.4

28.8

6.8

0.7

2.8

57.7

31.4

42.9

29.0

30.6

49.8

17.1

0.2

－

－

－

－

－

－

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

平成27年度調査（N = 1458）

平成21年度調査（N = 1052）

兵庫県調査（N = 1210）

全国（平成24年度）（N = 1864）

※平成 21年度調査の項目には「差別を助長するような情報を掲載・検索すること」、「他人のプライバシーに関する情報を掲載する

こと」はありませんでした。 

全国調査では「第三者が無断で他人の電子メールを閲覧すること」、「悪質商法によるインターネット取引での被害があること」、

「いったん流れた情報の訂正や回収が難しいこと」の項目はありませんでした。また、「特にない」がありました。 
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問 11 インターネット上で、差別的な表現や他人を誹謗中傷するなど、人権侵害と思わ

れるような書き込みやホームページについて、お聞きします。あなたは、そのよう

な内容のページを見たことがありますか。（○は１つ） 

「見たことがない」の割合が 58.1％と最も高く、次いで「見たことがある」の割合が 20.8％、

「見ないようにしている」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

N =

1458

3.6

20.8 11.9 58.1 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.6 20.8 11.9 58.1 5.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく見る 見たことがある 見ないようにしている

見たことがない 無回答
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問 12 性的マイノリティ（少数者）の人々の人権についておたずねします。性的マイノ

リティ（少数者）の人々に関する人権のことで、あなたが特に課題だと思われる

のはどのようなことですか。（〇はいくつでも） 

「性的少数者について正しい知識を得る機会がないこと」の割合が 36.1％と最も高く、次いで

「本人の意思に反して「男らしく、女らしく」という考えを押しつけること」の割合が 28.3％、

「相談場所がないこと」の割合が 22.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458 ％

本人の意思に反して「男らしく、女らしく」とい
う考えを押しつけること

制服などで男女の別を決めつけること

トイレ、更衣室など、男女の別しかなく、バリ
アフリーとなっていないこと

異性愛を前提とした教育を受けること（性教
育、道徳など）

性的少数者について正しい知識を得る機会
がないこと

相談場所がないこと

学校や職場でいじめやいやがらせを受ける
こと

就職や職場において不利な扱いを受けるこ
と

家族や友達から理解されないこと

法律上の「パートナー」や子どもに対する
「親」として、扱ってもらえないことがあること

保険証、パスポート、履歴書などの性別欄
が男女のみであること

偏見や誤解により、住まいなど契約を断られ
ること

結婚や子どもの養子縁組がむずかしいこと

施設、病院において、自認する性とは別の
扱いを受けることがあること

メディアでからかいや偏見を助長するような
情報を流すこと

その他

特にない

わからない

無回答

28.3

8.9

7.3

9.1

36.1

22.4

21.7

17.6

20.2

15.2

10.2

12.8

11.3

8.0

13.5

0.8

7.8

18.7

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 13 次の①から⑫にあげる考え方について、あなたはどう思われますか。直感で○を

つけてください。（①～⑫について○はそれぞれ１つ） 

「強くそう思う」と「そう思う」をあわせた“そう思う”について、「③年齢に関わらず、意

欲や能力を仕事や地域活動に生かした方がいい」の割合が 78.5％と最も高く、次いで「⑤自分の

権利ばかり主張して、他人の権利を尊重しない人が増えている」の割合が 60.3％、「⑫同性のカ

ップルがいてもおかしくない」の割合が 57.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

公共施設などにおいて、バリアフリーなどの推進
により、高齢者や障がいのある人だけでなく、全
ての人が暮らしやすいまちづくりが進んでいると

障がいのある人の作業所などは必要ではある
が、家の近くに建設されることには抵抗がある

表現の自由があるのだから、ヘイトスピー
チ（差別的憎悪表現）があっても仕方ない

学校で、いじめや差別をなくす人権教育を
進めれば人権問題は解決する

高齢者や障がいのある人に対する虐待の相
談窓口は増えたと思う

同性のカップルがいてもおかしくない

N = 1458

自分の権利ばかり主張して、他人の権利を
尊重しない人が増えている

競争社会だから能力による格差が生じるの
は仕方がない

人権講演会や研修会に参加することで、人
権尊重の意識は強まる

子どものしつけのためには、体罰もやむを
えない

年齢に関わらず、意欲や能力を仕事や地域
活動に生かした方がいい

同和問題は、口に出さないでそっとしてい
れば自然になくなる

8.8

1.1

2.8

0.9

1.5

3.4

4.6

14.6

4.7

17.0

2.1

2.3

48.4

17.8

14.7

5.5

7.7

42.7

45.1

45.7

19.1

61.5

24.8

35.6

17.9

27.6

33.1

20.9

24.2

29.7

27.0

24.3

24.1

12.1

32.6

31.3

6.0

15.8

33.3

40.5

42.2

15.0

14.1

6.2

23.8

14.6

30.5

1.9

2.3

1.8

6.4

20.3

15.4

1.6

2.1

0.5

11.1

3.4

6.2

0.2

13.3

33.0

6.7

8.5

6.0

4.6

3.6

5.7

11.8

3.9

2.5

9.1

3.3

3.0

3.0

3.4

3.1

2.9

3.5

3.0

3.6

3.4

3.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.3 35.6 31.3 14.6 3.4 9.1 3.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

強くそう思う そう思う どちらともいえない

そうは思わない 全く思わない わからない

無回答
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２ 男女共同参画について 

問 14 日常的な家事・仕事などの役割分担についておうかがいします。 

※現状は該当者のみ回答 

①生活費の確保では、理想に比べて現状で、「主に夫」の割合が高くなっています。 

②炊事・掃除・洗濯などの家事、③近所とのつきあい、④子育て、⑤高齢者の介護では、理想

に比べて現状で、「主に妻」の割合が高くなっています。 

①から⑤に行くにしたがって、理想が「夫婦同程度」に対しての現状の乖離の割合が高くなっ

ています。 

平成 22年度調査と比較すると、理想で①生活費の確保で「夫婦同程度」が 7.5ポイント低く、

「主に夫」の割合が 6.8ポイント高くなっています。また、現状では「主に妻」が②炊事・掃除・

洗濯などの家事で 6.6ポイント低く、③近所とのつきあいで 7.6ポイント低くなっています。 

 

【平成 27年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 22年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

②

③

④

⑤ 高齢者の介護

生活費の確保

炊事・掃除・洗濯などの家事

近所とのつきあい

子育て

1.3

0.3

2.9

1.3

66.2

21.2

45.2

54.0

73.3

3.4

19.5

25.0

28.5

14.3

18.1

17.7

1.8

2.1

4.5

4.7

40.4

9.4

10.2

24.9

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

63.4

1.5

3.5

0.3

1.1

7.5

79.9

61.6

45.9

24.9

20.9

11.8

24.4

21.7

19.8

4.1

6.6

1.7

0.9

17.2

6.3

25.5

6.5

5.8

37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58.0 3.1 28.1 4.5 6.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に夫

主に妻

夫婦同程度

その他

無回答

【理想(Ｎ = 1458)】 【現状(Ｎ = 951)】 

58.0 3.1 28.1 4.5 6.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に夫

主に妻

夫婦同程度

その他

無回答

58.0

0.4

0.7

0.5

3.1

46.4

25.7

19.1

8.6

28.1

42.9

62.3

66.3

65.2

4.3

3.4

4.5

3.6

10.5

7.1

11.2

6.4

6.7

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

51.2

1.2

0.8

0.2

0.6

4.7

43.1

27.7

16.6

8.4

35.6

47.5

61.6

66.7

66.8

3.6

3.1

2.9

2.8

7.9

6.3

13.4

5.6

5.5

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.1 

①

②

③

④

⑤

生活費の確保

炊事・掃除・洗濯などの家事

近所とのつきあい

子育て

高齢者の介護

63.4

1.5

3.5

0.3

1.1

7.5

79.9

61.6

45.9

24.9

20.9

11.8

24.4

21.7

19.8

4.1

6.6

1.7

0.9

17.2

6.3

25.5

6.5

5.8

37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【理想(Ｎ = 954)】 【現状(Ｎ = 651)】 

51.2

1.2

0.8

0.6

4.7

43.1

27.7

16.6

8.4

35.6

47.5

61.6

66.7

66.8

3.6

3.1

2.9

2.8

7.9

6.3

13.4

5.6

5.5

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.2 
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問 15 「男は仕事、女は家事・育児」という考え方がありますが、あなたは、この考え

方に賛成しますか。（○は１つ） 

「賛成する」と「どちらかといえば賛成する」をあわせた“賛成する”の割合が 54.0％となっ

ています。「どちらかといえば賛成しない」と「賛成しない」をあわせた“賛成しない”の割合

が 42.7％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

全国調査と比べると、“賛成する”の割合が 11.2ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国と比較するため、無回答を除いています。（全国の 6.0％は「わからない」） 

 

 

 

 

 

8.7 45.3 25.0 17.7 3.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成する どちらかといえば賛成する

どちらかといえば賛成しない 賛成しない

無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

8.7

12.5

45.3

43.5

25.0

24.4 16.8

17.7

2.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

伊丹市 1411

全国 3037 12.5

46.8

32.1

25.9

33.3

9.0

16.1

18.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 16 「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるのがよい」という考え方がありま

すが、あなたは、この考え方に賛成しますか。（○は１つ） 

「賛成する」と「どちらかといえば賛成する」をあわせた“賛成する”の割合が 65.4％となっ

ています。「どちらかといえば賛成しない」と「賛成しない」をあわせた“賛成しない”の割合

が 31.3％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、“賛成する”の割合が 10.6ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたが問 15と問 16で回答したお考えになったと思われる理由をお答えくださ

い。（○は２つまで） 

「生活上やむをえないから」の割合が 31.6％と最も高く、次いで「親や祖父母から言われたか

ら」の割合が 19.2％、「配偶者やその親がそのような考えだから」の割合が 15.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.7 48.7 17.8 13.5 3.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成する どちらかといえば賛成する

どちらかといえば賛成しない 賛成しない

無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

16.7

33.1

48.7

42.9

17.8

11.7

13.5

8.9

3.3

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 1458 ％

親や祖父母から言われたから

配偶者やその親がそのような考え
だから

学校で教わったから

職場（の人）がそういう考えだから

知人・友人がそのような考えだから

新聞・テレビ・インターネットなどメ
ディアの影響

行政の講座、イベント、刊行物

生活上やむをえないから

その他

わからない

無回答

19.2

15.0

3.2

0.8

2.8

10.0

2.2

31.6

20.0

14.1

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 18 あなたは、今の日本社会を見た場合、男性と女性の地位は平等になっていると思

いますか。（○はそれぞれ１つ） 

男性と女性の地位は平等になっていると思うかについて、「①学校教育では」、「④地域、ボラ

ンティア活動では」で、平等感が高くなっています。一方、②「雇用の機会や職場での賃金・待

遇では」、「政治（政策決定）・経済活動の場では」では、平等感が低くなっています。 

平成 22 年度調査と比較すると、「政治（政策決定）・経済活動の場では」の割合が低くなって

います。 

性別でみると、女性に比べて男性で、すべての項目で平等感が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平等感の得点化■ 

平等感  得点  平等感  得点 

男性の方が非常に優遇さ

れている 
→ 1 点  女性の方が非常に優遇さ

れている 
→ 1 点 

どちらかといえば男性の

方が優遇されている 
→ 2 点  わからない → 計算対象外 

平等である → 3 点  無回答 → 計算対象外 

どちらかといえば女性の

方が優遇されている 
→ 2 点     

（％）

1.91

1.94

2.27

1.86

2.81

1.99

2.62

1.83

2.23

0.00

1.00

2.00

3.00
学校教育では

雇用の機会や職場での賃金・待遇では

家庭生活では

地域、ボランティア活動では

社会の慣習やしきたりでは法律や制度の上では

政治（政策決定）・
経済活動の場では

全体として、能力を
発揮する機会は

全体として、男女の地位は

（％）

2.01

2.03

2.37

1.99

2.82

2.08

2.66

1.90

2.33
2.11

2.13

2.82

1.94

2.30

2.67

2.04

2.38

2.21

0.00

1.00

2.00

3.00
学校教育では

雇用の機会や職場での賃金・待遇では

家庭生活では

地域、ボランティア活動では

社会の慣習やしきたりでは法律や制度の上では

政治（政策決定）・経済活動の場では

全体として、能力を発揮する機会は

全体として、男女の地位は 0.00

1.00

2.00

3.00
学校教育では

雇用の機会や職場での賃金・待遇では

家庭生活では

地域、ボランティア活動では

社会の慣習やしきたりでは法律や制度の上では

政治（政策決定）・経済活動の場では

全体として、能力を発揮する機会は

全体として、男女の地位は

平成27年度調査

平成22年度調査

0.00

1.00

2.00

3.00
学校教育では

雇用の機会や職場での賃金・待遇では

家庭生活では

地域、ボランティア活動では

社会の慣習やしきたりでは法律や制度の上では

政治（政策決定）・経済活動の場では

全体として、能力を発揮する機会は

全体として、男女の地位は

平成27年度調査

0.00

1.00

2.00

3.00
学校教育では

雇用の機会や職場での賃金・待遇では

家庭生活では

地域、ボランティア活動では

社会の慣習やしきたりでは法律や制度の上では

政治（政策決定）・経済活動の場では

全体として、能力を発揮する機会は

全体として、男女の地位は

平成27年度調査

【男性】 【女性】 

（％）

2.14

2.18

2.51

2.18

2.86

2.20

2.72

2.03

2.48

0.00

1.00

2.00

3.00
学校教育では

雇用の機会や職場での賃金・待遇では

家庭生活では

地域、ボランティア活動では

社会の慣習やしきたりでは法律や制度の上では

政治（政策決定）・
経済活動の場では

全体として、能力を
発揮する機会は

全体として、男女の地位は
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問 19 あなたは、一般的に女性が仕事をもつことについて、どのようにお考えですか。

あなたの考えに最も近いものをお答えください。（○は１つ） 

「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」の割合が 41.7％と

最も高く、次いで「ずっと仕事を続ける方がよい」の割合が 27.2％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、「ずっと仕事を続ける方がよい」の割合が 5.1ポイント高く、「子

どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」の割合が 5.4ポイント低

くなっています。 

全国調査と比べると、「ずっと仕事を続ける方がよい」の割合が 16.6 ポイント低く、「子ども

ができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」の割合が 11.7 ポイント高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国と比較するため、無回答を除いています。 

出典：「男女共同参画社会に関する世論調査」平成 24年 10月 内閣府男女共同参画局 

 

 

 

 

 

0.85.8 8.3 27.2 41.7 7.8 5.1 3.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性は仕事をもたない方がよい

結婚するまでは、仕事をもつ方がよい

子どもができるまでは、仕事をもつ方がよい

ずっと仕事を続ける方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい

その他

わからない

無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954 6.6 10.9 22.1 47.1 6.2

1.2

0.8

5.8 8.3 27.2 41.7 7.8

2.9

5.1

3.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

伊丹市 1409

全国 3037

8.6

11.7

8.0

2.2

0.9

5.8

6.0

44.8

28.2

31.5

43.2

2.0

5.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 20 生活の中での「仕事」と「家庭生活や地域活動」の優先度について、あなたの希

望と現状に最も近いものをそれぞれお答えください。（○は１つ） 

希望では「「仕事」と「家庭生活や地域活動」のバランスをうまくとっている」の割合が最も

高いのに対し、現状では「どちらかといえば「仕事」を優先している」の割合が最も高くなって

います。 

平成 22年度調査と比較すると、希望の「「仕事」と「家庭生活や地域活動」のバランスをうま

くとっている」の割合が 9.8ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性で「どちらかといえば「家庭生活や地域活動」を優先している」と「「家

庭生活や地域活動」を優先している」をあわせた割合が、希望よりも現状で 11.5 ポイント高く

なっています。また、すべてで「「仕事」を優先している」と「どちらかといえば「仕事」を優

先している」をあわせた“「仕事」を優先している”の割合が希望よりも現状で高くなっていま

すが、希望と現状の差は女性よりも男性で大きくなっており、男性では約半数が“「仕事」を優

先している”と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

男性（Ｎ ＝ 572） 572

女性（Ｎ ＝ 834） 834

その他（または答え
たくない）（Ｎ ＝ 22）

22 22.7

11.0

23.3

16.1

26.7

18.2

12.7

10.8

9.1

11.9

4.0

13.6

13.9

3.5

18.2

12.4

8.4

18.2

22.1

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年度調査（Ｎ ＝ 1458）

平成22年度調査（Ｎ ＝ 954） 16.6 25.8 14.2 9.5 15.4 12.6

15.8 20.0 12.1 8.5 9.7 10.8 23.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%7.8 9.0 38.5 6.4 6.7 7.5 24.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先している

どちらかといえば「仕事」を優先している

「仕事」と「家庭生活や地域活動」のバランスをうまくとっている

どちらかといえば「家庭生活や地域活動」を優先している

「家庭生活や地域活動」を優先している

わからない

無回答

【希 望】 【現 状】 

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954 8.6 15.5 48.3 10.9 7.07.2

7.8 9.0 38.5

6.4

6.77.5

2.4

24.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 572

女性 834

その他（または答え
たくない）

22

4.5

5.4

11.5

9.1

6.7

12.1

36.4

40.0

37.4

4.5

6.6

6.3

4.5

7.7

5.6

9.1

8.6

5.9

31.8

24.9

21.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【希望（性別）】 【現状（性別）】 
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問 21 小学校入学前のお子さんがいる方におうかがいします。 

育児に関わる時間は、週平均で１日どれくらいですか。（○は１つ） 

「３時間以上」の割合が 63.9％と最も高くなっています。 

平成 22 年度調査と比較すると、「30 分未満」、「30 分以上１時間未満」、「１時間以上２時間未

満」、「２時間以上３時間未満」をあわせた“３時間未満”の割合が 6.4ポイント低くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 現在、収入をともなう仕事をしている方におうかがいします。 

現在残業も含めて週あたり何時間くらい仕事をしていますか。（○は１つ） 

「40 時間以上 50 時間未満」の割合が 28.1％と最も高く、次いで「50時間以上 60 時間未満」

の割合が 16.2％、「20時間未満」の割合が 14.5％となっています。 

平成 22年度調査と比較すると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考：全国》 

 

 

 

 

出典：「地域における女性の活躍に関する意識調査」平性 27年 6月 内閣府男女共同参画局 

 

3.0 5.3 3.8 9.0 63.9 15.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

30分未満 30分以上１時間未満 １時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満 ３時間以上 無回答

14.5 11.5 13.6 28.1 16.2 9.3 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20時間未満 20時間以上30時間未満

30時間以上40時間未満 40時間以上50時間未満

50時間以上60時間未満 60時間以上

無回答

N =

平成27年度調査 133

平成22年度調査 98 6.1 6.1 12.2 67.4 4.1

3.1

3.0

5.3 3.8 9.0 63.9 15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成27年度調査 733

平成22年度調査 479 15.4 11.7 15.7 26.1 14.0 10.9 6.3

14.5 11.5 13.6 28.1 16.2 9.3 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29時間以下 30～39時間 40～49時間

50～59時間 60時間以上

N =

全国 16,115 8.424.4 18.1 35.5 13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜小学校入学前のお子さんがいる方について＞ 

Ｆ５で「乳幼児（小学校入学前）」と回答した人を抽出しています。 
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問 23 育児休業・介護休業を取るとしたら、どうするのがよいと思いますか。あなたの

考えに１番近いものをお答えください。（○はそれぞれ１つ） 

育児休業、介護休業とも「夫も妻も取る方がよい」の割合が高くなっています。 

平成 22 年度調査と比較すると、介護休業において、「夫も妻も取る方がよい」の割合が 10.9

ポイント低くなっています。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性（Ｎ ＝ 572）

女性（Ｎ ＝ 834）

その他（または答え
たくない）（Ｎ ＝ 22）

0.7

0.6

1.4

0.5

4.5

1.4

1.3

8.0

7.0

45.6

47.7

54.5

10.7

13.5

9.1

4.7

3.4

2.3

1.3

25.2

24.7

31.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年度調査（Ｎ ＝ 1458）

平成22年度調査（Ｎ ＝ 954） 10.0 57.2 11.5 11.9

0.3

0.6

0.4

0.9

1.2

1.4

7.2 46.3 12.1
3.1

3.8

4.3

1.6

26.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【育児休業】 【介護休業】 

N =

男性 572

女性 834

その他（または答え
たくない）

22

24.7

25.7

27.3

0.2

4.5

0.2

0.9

9.1

8.4

8.9

27.3

23.7

23.4

31.8

41.1

39.9

0.6

2.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

【育児休業（性別）】 【介護休業（性別）】 

11.1 27.4 44.9

26.3

13.8

0.2

0.5

0.3

8.4 23.3 40.1

1.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
0.1 

1.2 26.3 13.823.327.4 40.1 44.9 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫のみ取る方がよい

どちらかといえば夫が取る方がよい

妻のみ取る方がよい

どちらかといえば妻が取る方がよい

夫も妻も取る方がよい

その他

無回答

16.4 5.1

3.1

2.2

4.3 11.9

62.6

57.2 11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫のみ取る方がよい

どちらかといえば夫が取る方がよい

妻のみ取る方がよい

どちらかといえば妻が取る方がよい

夫も妻も取る方がよい

夫の親族は夫が、妻の親族は妻が取る方がよい

介護を受けるものと同性のものが取る方がよい

その他

無回答
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問 24 男性が育児休業・介護休業を取得することについてどう思いますか。 

「２．賛成だが現実的には難しいと思う」、「３．反対」は理由もご記入ください。

（○は１つ） 

「賛成だが現実的には難しいと思う」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「賛成」の割合が

39.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 小学校入学前のお子さんがいる方（本人またはパートナーが妊娠中の方も含む）、

または介護の必要な親族がいる方（いた方）におうかがいします。 

あなたは、育児休業・介護休業を取得されましたか。また、その予定はあります

か。（○はそれぞれ１つ） 

① 育児休業 

「取得していない／取得しない予定」の割合が 9.9％、「取得した／取得する予定」の割合が

3.0％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 22年度調査と比較するため、無回答を除いています。 

 

N =

1458 39.8 46.4

1.6

12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
39.8 46.4 1.6 12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 賛成だが現実的には難しいと思う 反対 無回答

N =

1458

3.0

9.9 87.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.0 9.9 87.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得した／取得する予定 取得していない／取得しない予定 無回答

N =

平成27年度調査 188

平成22年度調査 135

23.4

25.9

76.6

74.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 介護休業 

「取得していない／取得しない予定」の割合が 12.1％、「取得した／取得する予定」の割合が

1.3％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、「取得した／取得する予定」の割合が 7.1ポイント低くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 22年度調査と比較するため、無回答を除いています。 

 

N =

1458

1.3

12.1 86.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.0 9.9 87.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得した／取得する予定 取得していない／取得しない予定 無回答

N =

平成27年度調査 195

平成22年度調査 143

9.7

16.8

90.3

83.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 26 女性が再就職や起業、地域活動、地域貢献など様々な活動に参画するために、ど

のようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

「家族の支援」の割合が 49.7％と最も高く、次いで「育児に関する支援」の割合が 42.8％、「再

就職や地域活動などに関する相談の充実」の割合が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458 ％

再就職や地域活動などに関
する相談の充実

講座など、学習機会の提供・
充実

家族の支援

育児に関する支援

介護に関する支援

活動に関する補助金など、金
銭的支援

女性の参画に対する理解・支
援

女性が社会で活動することは
あたりまえという風潮

女性自身の自立

その他

無回答

29.5

9.1

49.7

42.8

19.3

16.6

25.7

17.0

13.0

1.4

9.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 27 あなたは政策や方針決定の場において女性の参画をすすめるには、どのようなこ

とが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

「市、企業、各関係機関・団体などが女性の登用を推進すること」の割合が 47.1％と最も高く、

次いで「女性自身が自覚し、政策・方針決定の場へ参画できる力をつけること」の割合が 45.5％、

「男女の比率が偏らないように積極的に女性に参画してもらうこと」の割合が 39.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458 ％

女性議員が増えること

男女の比率が偏らないように
積極的に女性に参画してもら
うこと

市、企業、各関係機関・団体
などが女性の登用を推進す
ること

女性の人材などに関する情
報の収集・整備・提供に努め
ること

女性自身が自覚し、政策・方
針決定の場へ参画できる力
をつけること

女性が参画しなくても特に問
題はないので、参画する必要
はない

その他

無回答

24.7

39.5

47.1

27.4

45.5

2.1

3.2

8.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 28 男性の育児や介護、地域活動への参加が進んでいないといわれていますが、男性

がそれらに関わるためには、何が有効だと思いますか。有効だと思うものをすべ

てお答えください。（○はいくつでも） 

「男性が育児休業・介護休業を取得しやすい職場環境の整備を推進する」の割合が 69.8％と最

も高く、次いで「男性も育児や地域活動に参加するのはあたりまえという風潮をつくる」の割合

が 52.2％、「長時間労働を抑制する」の割合が 34.6％となっています。 

平成 22年度調査と比較すると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

男性も育児や地域活動に参
加するのはあたりまえという
風潮をつくる

男性が育児休業・介護休業を
取得しやすい職場環境の整
備を推進する

長時間労働を抑制する

男性を対象とした家事・育児・
介護に関する講座を開催す
る

男性同士が交流できる場・機
会を提供する

男性が地域活動に積極的に
参加できるように支援する

男性のための相談体制の充
実を図る

女性が仕事をもち、経済力を
高める

その他

無回答

52.2

69.8

34.6

20.6

18.1

25.7

12.6

16.7

2.7

6.2

50.5

70.4

32.7

21.0

22.5

29.1

12.1

13.6

3.6

7.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

平成27年度調査（N = 1458）

平成22年度調査（N = 954）
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問 29 防災・災害復興対策において、人権・男女共同参画に配慮して取り組む必要があ

ると思うものは何ですか。（○はいくつでも） 

「災害時のすみやかな避難のため、日頃から地域において避難に助けがいる人（妊産婦、高齢

者、障がいのある人、子ども、外国人など）を把握する」の割合が 71.3％と最も高く、次いで「ト

イレ、更衣室、物干し場などの設置場所や照明などの配慮」の割合が 58.8％、「一人暮らしの女

性や高齢者、障がいのある人、子どものいる家族、性的マイノリティの方など、それぞれの状況

に応じた部屋割りや間仕切りなどの配慮」の割合が 52.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458 ％

地域の防災力を高めるため、地域の防災組織にお
ける女性リーダーの育成

災害時のすみやかな避難のため、日頃から地域に
おいて避難に助けがいる人（妊産婦、高齢者、障が
いのある人、子ども、外国人など）を把握する

男性中心となりがちな、防災計画策定・方針決定の
場、まちづくりの場への女性や高齢者、障がいのあ
る人、外国人などの参画

トイレ、更衣室、物干し場などの設置場所や照明な
どの配慮

一人暮らしの女性や高齢者、障がいのある人、子ど
ものいる家族、性的マイノリティの方など、それぞれ
の状況に応じた部屋割りや間仕切りなどの配慮

障がいのある人や外国人などへの情報伝達方法の
工夫・配慮

運営の管理責任者への男女両方の配置（様々な意
見を反映させるため）

物資を配布する際の担当者・場所・配布方法の配慮
（生理用品、下着など女性用品を女性の担当者が配
布するなど）

避難所内外での食事作り、がれき撤去などの作業
が、性別などによる偏り・負担のないようそれぞれの
状況に応じて割り当てを行う

不安や悩み、健康、暴力被害などに関する相談窓
口を性別などに配慮して設置する

きめ細やかな支援に活用できる避難者名簿の作成
及び情報管理の徹底（配偶者からの暴力の被害者
への対応など）

就寝場所やトイレなどの巡回警備、防犯ブザーやホ
イッスルの配布など、あらゆる暴力を許さない環境
づくり

特にない

わからない

その他

無回答

16.8

71.3

33.9

58.8

52.2

42.0

29.6

46.8

30.7

31.8

23.7

38.5

0.8

3.2

0.8

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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３ セクハラ・ＤＶ（配偶者・恋人などからの暴力）について 

問 30 あなた自身や周りの方がセクシュアル・ハラスメントの被害にあわれたことはあ

りますか。（○はそれぞれ１つ） 

①自分自身 

「ある」の割合が 9.1％、「ない」の割合が 84.6％となっています。 

平成 22年度調査と比較すると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

②友人や職場の仲間など、自分の周りの人 

「ある」の割合が 16.3％、「ない」の割合が 75.6％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1 84.6 6.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

9.1 84.6 6.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 941

9.1

7.4

84.6

82.6

6.2

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 941

16.3

16.5

75.6

71.2

8.1

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 あなたは、次のようなことが配偶者間や交際相手間で行われた場合、暴力にあた

ると思いますか。（○はそれぞれ１つ） 

①平手で打つ 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 57.8％と最も高く、次いで「暴力にあたる場

合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 33.8％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 7.0ポイント高

くなっています。 

全国調査と比べると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 8.7 ポイント低くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.8 33.8 2.6 5.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

57.8

50.8

33.8

34.8

2.3

2.6

12.1

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

伊丹市 1458

全国 3544

33.8

29.466.5

57.8

2.6

1.5
2.6

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②大声でどなる 

「暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 57.9％と最も高く、次いで「ど

んな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 27.6％となっています。 

平成 22年度調査と比較すると、大きな差異はみられません。 

全国調査と比較すると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 6.7ポイント低く、「暴

力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 5.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③いやがっているのに性的な行為を強要する 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 76.0％と最も高く、次いで「暴力にあたる場

合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 15.2％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、大きな差異はみられません。 

全国調査と比較すると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6 57.9 8.4 6.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

76.0 15.2 2.3 6.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

27.6

23.0

57.9

55.2 10.7

8.4

11.1

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

伊丹市 1458

全国 3544

57.9

52.534.3

27.6 8.4

10.3 2.8

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

76.0

71.6

15.2

13.8

2.8

2.3

11.7

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

伊丹市 1458

全国 3544

15.2

16.577.1

76.0

2.3

3.0
3.3

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④「誰のおかげで生活していると思っているのか」「甲斐性なし」などと言う 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 62.1％と最も高く、次いで「暴力にあたる場

合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 26.9％となっています。 

平成 22 年度調査と比較すると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 11.9 ポイン

ト高くなっています。 

全国調査と比較すると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 7.2ポイント高く、「暴

力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」、「暴力にあたるとは思わない」の割合が 5.0

ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.1 26.9 4.9 6.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

62.1

50.2

26.9

31.6 7.4

4.9

10.8

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

伊丹市 1458

全国 3544

26.9

31.954.9

62.1 4.9

9.9 3.4

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤交友関係や電話を細かく監視、制限する 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 54.3％と最も高く、次いで「暴力にあたる場

合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 33.2％となっています。 

平成 22 年度調査と比べると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 15.9 ポイント

高く、「暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 7.8 ポイント低くなって

います。 

全国調査と比べると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が 7.9ポイント高く、「暴

力にあたるとは思わない」の割合が 7.3ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 あなたは、配偶者や交際相手から次にあげるような暴力を１つでも受けたことが

ありますか。（○はそれぞれ１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.1 26.9 4.9 6.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

54.3

38.4

33.2

41.0 8.9

6.0

11.7

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

伊丹市 1458

全国 3544

33.2

36.546.4

54.3 6.0

13.3 3.8

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6 6.7 84.1 6.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった １、２度あった ない 無回答

N = 1458

社会的暴力

身体的暴力

精神的暴力

性的暴力

経済的暴力

2.4

2.1

3.0

7.1

2.6

4.2

2.6

5.2

12.1

6.7

86.1

88.2

84.4

74.3

84.1

7.3

7.1

7.3

6.5

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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＜配偶者や交際相手からのＤＶ被害の割合 ＝経年比較＝＞ 
※平成 27年度は「何度もあった」と「１、２度あった」をあわせて “あった”、 

平成 22年度は「よくある」、「時々ある」、「稀にある」をあわせて“あった”と表記しています。 
 

①なぐる、けるなどの身体的暴力では“あった”の割合が 9.3％、約 10人に１人となっていま

す。女性では約８人に１人、男性では約 20人に１人となっています。 

②ののしる、おどすなどの言葉の暴力や、無視するなどの精神的暴力では“あった”の割合が

19.2％、約５人に１人となっています。また、全国調査より 8.6ポイント高くなっています。 

③性行為の強要、避妊に協力しないなどの性的暴力では、“あった”の割合が 8.2％、約 12 人

に１人となっています。 

④生活費を渡さない、仕事に就くことを禁じるなどの経済的暴力では、4.7％、約 21人に１人

となっています。 

⑤実家や友人とのつきあいや本人の行動を監視、制限する社会的暴力では、“あった”の割合

が 6.6％、約 15人に１人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全国調査（参考） 男女間における暴力に関する調査（平成 26 年度）より 「配偶者から被害経験」】 

 

 

 

 

 

N = 2673

①身体的暴行

②心理的攻撃

③経済的圧迫

④性的強要

13.2

10.6

5.0

4.5

82.8

84.7

90.3

90.6

4.0

4.7

4.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.36.7 19.216.88.24.14.73.06.65.9 84.183.4 74.373.584.485.688.286.886.184.1 6.79.96.59.77.310.27.110.27.310.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

N = 
①身体的暴力
　　　　　　平成27年度

1458

①身体的暴力
　　　　　　平成22年度

954

②精神的暴力
　　　　　　平成27年度

1458

②精神的暴力
　　　　　　平成22年度

954

③性的暴力
　　　　　　平成27年度

1458

③性的暴力
　　　　　　平成22年度

954

④経済的暴力
　　　　　　平成27年度

1458

④経済的暴力
　　　　　　平成22年度

954

⑤社会的暴力
　　　　　　平成27年度

1458

⑤社会的暴力
　　　　　　平成22年度

954

9.3

6.7

19.2

16.8

8.2

6.6

5.9

84.1

83.4

74.3

73.5

84.4

85.6

88.2

86.8

86.1

84.1

6.7

9.9

6.5

9.7

7.3

10.2

7.1

10.2

7.3

10.1

4.7

4.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 33 あなたの周囲（知人、近隣、親せき）で、問 32であげているような暴力が起こっ

ているのを見たり、聞いたりしたことがありますか。（○は１つ） 

「ある」の割合が 20.5％、「ない」の割合が 69.4％となっています。 

過去の調査と比較すると、平成 22年度以降「ある」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.5 69.4 10.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

N =

平成27年度調査 1458

平成22年度調査 954

平成16年度調査 1018

平成13年度調査 924

20.5

21.6

29.8

29.5

69.4

68.9

66.8

68.0

10.1

9.5

2.5

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 34 あなたは、配偶者や交際相手などからの暴力の防止や被害者支援のために、特に

どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

「避難した被害者の移転先などの情報が加害者に伝わらないように情報の管理を徹底する」の

割合が 57.6％と最も高く、次いで「被害を受け、悩んでいる人に対する情報提供や相談体制を充

実する」の割合が 55.6％、「被害者が避難できる場所の整備など保護体制を充実する」の割合が

49.4％となっています。 

平成 22年度調査と比べると、「避難した被害者の移転先などの情報が加害者に伝わらないよう

に情報の管理を徹底する」の割合が 12.5ポイント、「被害者が住居を確保できるように支援する」

の割合が 11.3ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

被害を受け、悩んでいる人に対す
る情報提供や相談体制を充実す
る

暴力の早期発見・対応に向けた
地域におけるネットワークの構築
と内容の充実を図る

保護命令制度などの法的支援の
情報提供や手続などの支援を行
う

被害者が避難できる場所の整備
など保護体制を充実する

避難した被害者の移転先などの
情報が加害者に伝わらないように
情報の管理を徹底する

被害者が住居を確保できるように
支援する

生活費などの貸付・給付制度を設
ける

被害者の心身の回復のためのカ
ウンセリング事業を充実させる

被害者の自立を目指し、就労支
援を充実させる

家庭や地域、職場において、男女
共同参画社会の推進に向けた啓
発を積極的に行う

学校などで人権や、デートＤＶ防
止、性に関する教育を充実する

メディアでの暴力シーンの露出を
ひかえる

加害者更生のための有効な方策
を研究する

その他

特にない

55.6

31.9

28.9

49.4

57.6

37.9

31.3

36.2

33.7

10.8

23.3

18.0

16.9

2.3

5.2

56.9

34.8

29.7

47.1

45.1

26.6

26.8

35.2

31.8

12.7

24.3

22.9

12.5

2.8

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

平成27年度調査（N = 1458）

平成22年度調査（N = 954）
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４ 人権・男女共同参画に関する市の施策について 

問 35 あなたは、次のような言葉や名称についてご存知ですか。（○はそれぞれ１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 22年度調査の項目では「③伊丹市人権教育・啓発推進に関する基本方針」、「⑤伊丹市立女性・児童センター」、

「⑥伊丹市立人権啓発センター『ふらっと』」、「⑪男女共同参画推進事業所表彰」の項目はありませんでした。ま

た、「④女性交流サロン」がありました。 

％

8.5

3.8

8.5

4.0

26.0

10.8

4.8

2.1

3.5

2.0

2.0

9.3

46.6

38.0

21.6

4.4

15.3

58.2

24.5

63.3

4.8

21.0

7.1

2.3

2.5

4.4

2.5

4.4

1.3

12.0

52.4

42.9

20.1

4.7

10.7

62.7

21.0

68.9

3.3

18.0

5.3
－

－

－

－

－

020406080100
％

①伊丹市男女共同参画計画

②伊丹市ＤＶ防止・被害者支援
計画～第２期伊丹市配偶者等か
らの暴力対策基本計画～

③伊丹市人権教育・啓発推進に
関する基本方針

④伊丹市男女共同参画施策市
民オンブード

⑤伊丹市立女性・児童センター

⑥伊丹市立人権啓発センター
『ふらっと』

⑦伊丹市ＤＶ相談室（伊丹市配
偶者暴力相談支援センター）

⑧いたみ女性チャレンジひろば

⑨男女共同参画推進市民フォー
ラム

⑩男女共同参画情報紙『com-
com （コム- コム）』

⑪男女共同参画推進事業所表
彰

⑫女性差別撤廃条約

⑬男女雇用機会均等法

⑭育児・介護休業法

⑮男女共同参画社会

⑯ポジティブ・アクション（積極的
改善措置）

⑰仕事と生活の調和（ワーク・ラ
イフ・バランス）

⑱ドメスティック・バイオレンス（Ｄ
Ｖ）

⑲デートＤＶ

⑳セクシュアル・ハラスメント（セ
クハラ）

㉑リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツ

㉒ジェンダー（社会的・文化的に
形成された性別）

④女性交流サロン

44.6

25.0

43.1

21.9

68.0

41.7

26.9

17.1

29.9

14.1

11.0

34.4

73.0

69.7

53.7

19.6

35.4

78.0

44.6

80.7

16.7

38.6

40.3

15.4

14.6

32.8

19.4

31.3

14.8

38.4

76.9

76.8

50.3

23.5

38.3

78.4

38.3

82.8

13.3

31.7

33.5
－

－

－

－

－

0 20 40 60 80 100

【 内容認知度 】 
「内容までよく知っている」と「内容も

少しは知っている」の合計 

44.6

25.0

43.1

21.9

68.0

41.7

26.9

17.1

29.9

14.1

11.0

34.4

73.0

69.7

53.7

19.6

40.3

15.4

0.0

14.6

0.0

0.0

32.8

19.4

31.3

14.8

0.0

38.4

76.9

76.8

50.3

23.5

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成27年度調査（N = 1458)

平成22年度調査（N = 954)

【 認知度 】 
「内容までよく知っている」、「内容も少しは

知っている」、「聞いたことはある」の合計 
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問 36 人権・男女共同参画に関する授業や研修・講演会、イベントなどについて、あな

たがこの５～６年の間に参加したことがあるものは次のうちどれですか。（○はい

くつでも） 

「参加したことがない」の割合が 71.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458 ％

1 国・県・市などが主催する講
演会やイベント

2 学校の授業での教育やＰＴＡ
活動などでの研修

3 職場で行われる講演会や研
修会

4 自治会や婦人会など地域の
団体が主催する学習会

5 民間団体や市民グループが
主催する講演会や研修会

6 その他

7 参加したことがない

無回答

5.2

8.8

8.8

2.4

2.9

0.6

71.3

7.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 37 人権・男女共同参画の実現に向けて今後、市が特に力を入れるべきだと思うもの

をお答えください。（○はいくつでも） 

「育児・保育・介護に関する制度・施設を充実する」の割合が 43.2％と最も高く、次いで「学

校で男女の性別にとらわれない教育や進路指導をする」の割合が 39.8％、「学校などにおける人

権教育を充実させる」の割合が 37.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458 ％

学校で男女の性別にとらわれな
い教育や進路指導をする

学校などにおける人権教育を充
実させる

学校などにおける多様性を認め
合う教育を充実する

さまざまな媒体を活用して、広報・
啓発を行う

採用・昇進・賃金など、職場での
実質的な男女平等を進めるよう
に企業や事業主に啓発する

地域・団体・企業への出前講座を
実施する

人権・男女共同参画に関する講
座やイベントを充実する

児童虐待や高齢者虐待、障害者
虐待防止に向けた啓発を充実す
る

人権課題をかかえる人々との交
流の機会を設ける

人権・男女共同参画に関する制
度・施設を充実する

育児・保育・介護に関する制度・
施設を充実する

人権問題に対する各種相談を充
実する

公共施設のバリアフリー化、ユニ
バーサルデザインを推進する

市職員などの人権・男女共同参
画意識の向上を図る

市の政策・方針決定の場への多
様な立場からの参画を推進する

人権・男女共同参画の推進に向
け、市が率先した取り組みを行う

その他

特にない

無回答

39.8

37.6

35.9

8.4

35.9

10.4

11.4

34.6

11.9

12.9

43.2

15.4

24.6

19.3

12.3

20.4

2.3

7.8

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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５ 回答者属性 

Ｆ１ あなたの自認する性別は。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢は。（2015年 6月末現在）（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ３ あなたは、結婚（法律上の婚姻は問わない）していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458

男性
39.2%

女性
57.2%

無回答
2.1%

その他
（または答えたくない）

1.5%

N = 1458

15～19歳
4.2%

30～39歳
12.5%

40～49歳
16.4%

50～59歳
14.9%

60～69歳
20.0%

70歳以上
21.9%

無回答
2.0%

20～29歳
8.2%

N = 1458

未婚・非婚
18.7%

既婚
65.2%

無回答
3.2%

既婚
（離別・死別）

12.9%
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Ｆ４ あなたのご家族（同居）の構成は次のどれですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ５ 中学生以下のお子さん（同居）がいますか。いる場合、一番年齢の小さなお子さん

はどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ６ あなたを含めて、同居家族に 65歳以上の方がいますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458

夫婦・パートナーのみ
27.6%

２世代家族（親と子）
49.3%

無回答
2.3%その他

2.5%３世代家族
（親と子と孫、

親と子と祖父母など）
6.2%

単身
（一人暮らし）

12.1%

N = 1458

いない
63.5%

小学生
7.2%

中学生
4.2%

無回答
16.0%

乳幼児
（小学校入学前）

9.1%

N = 1458

いる
37.9%

いない
57.2%

無回答
4.9%
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Ｆ７ あなたは、伊丹に住んで何年になりますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ８ あなたの現在のご職業に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1458

５年未満
8.6%

20年以上
63.8%

無回答
2.1%

10年以上
20年未満

18.0%

５年以上
10年未満

7.5%

％

勤め人（常勤・フルタイム）

商工業、農業などの自営業

執筆業、弁護士などの専門
的職業

勤め人
（パートタイム、アルバイト）

派遣社員

内職などの家庭内請負業

家事専業

学生（受験勉強中の方も含
む）

その他

無職（家事専業、学生以外）

無回答

【全　体】

28.3

3.8

0.9

15.6

1.2

0.4

16.1

5.5

3.2

21.5

3.5

28.5

5.0

1.4

13.3

1.5

0.6

19.7

6.0

0.0

20.3

1.7

0 20 40 60 80 100

28.3
3.8
0.9

15.6
1.2
0.4

16.1
5.5
3.2

21.5
3.5

28.5
5.0

1.4
13.3

1.5
0.6

19.7
6.0

0.0
20.3

1.7

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 1458）

平成22年度調査
（N = 954）

％
【男　性】

46.7

6.3

1.0

4.0

0.9

0.3

0.5

7.5

3.8

27.8

1.0

45.1

7.5

1.0

8.4

1.2

0.0

0.2

7.7

2.2

25.1

0.7

0 20 40 60 80 100

46.7

27.8

45.1

25.1

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 572）

平成22年度調査
（N = 415）

％
【女　性】

16.4

2.2

0.8

24.1

1.6

0.5

27.7

4.3

2.8

17.4

2.3

16.2

3.2

1.0

17.3

1.7

1.1

35.2

4.8

1.9

16.5

1.1

0 20 40 60 80 100

16.4
2.2
0.8

24.1
1.6
0.5

27.7
4.3
2.8

17.4
2.3

16.2
3.2
1.0

17.3
1.7
1.1

35.2
4.8
1.9

16.5
1.1

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 834）

平成22年度調査
（N = 526）

％
【その他】

40.9

0.0

0.0

13.6

0.0

0.0

4.5

4.5

0.0

36.4

0.0

0 20 40 60 80 100

40.9
0.0
0.0

13.6
0.0
0.0
4.5
4.5

0.0
36.4

0.0

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 22）
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Ｆ９ 現在働いている方におうかがいします。 

あなたが働いているのは、どのような理由からですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 733 ％

生計の維持

家計の補助

住宅ローンなど借金返済

子どもの教育資金

将来に備えての貯蓄

自分で自由に使えるお金を
得る

生きがい

自分の能力や資格を生かす

視野を広げ、友人を得る

社会への貢献

働くことが当然

時間に余裕がある

家業である

その他

わからない

無回答

68.2

32.9

19.9

22.1

36.8

37.1

19.9

19.9

13.5

19.2

35.3

8.6

3.4

2.0

0.3

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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Ｆ10 現在働いていない方におうかがいします。 

あなたが働いていないのは、どのような理由からですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 628 ％

経済的に働く必要がない

他にやりたいことがある

家庭にいるのが当たり前

家事負担が大きい

子育て中

病気

希望の職が見つからない

家族が働くことを望まない

家族の介護

在学中

高齢である

働くことに向いていない

働きたいが、何をしたらよい
かわからない

その他

わからない

無回答

8.9

4.3

1.6

3.2

7.6

9.7

5.6

2.1

5.1

9.6

41.2

1.9

5.7

6.1

0.3

16.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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Ｆ11 配偶者・パートナーのいる方におうかがいします。 

あなたの配偶者の現在のご職業に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

勤め人（常勤・フルタイム）

商工業、農業などの自営業

執筆業、弁護士などの専門
的職業

勤め人
（パートタイム、アルバイト）

派遣社員

内職などの家庭内請負業

家事専業

学生（受験勉強中の方も含
む）

その他

無職（家事専業、学生以外）

無回答

【全　体】

35.9

4.7

0.7

13.6

1.1

0.4

12.8

0.0

2.1

21.9

6.8

28.9

7.2

1.1

11.8

0.8

0.8

18.0

0.3

2.0

25.8

3.4

0 20 40 60 80 100

35.9
4.7

0.7
13.6

1.1
0.4

12.8
0.0
2.1

21.9
6.8

28.9
7.2

1.1
11.8

0.8
0.8

18.0
0.3
2.0

25.8
3.4

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 951）

平成22年度調査
（N = 651）

％
【男　性】

14.3

1.8

0.5

23.4

1.3

1.0

30.1

0.0

0.8

20.3

6.5

7.9

3.1

1.7

19.7

0.7

1.4

35.5

0.0

1.4

26.6

2.1

0 20 40 60 80 100

14.3
1.8
0.5

23.4
1.3
1.0

30.1
0.0
0.8

20.3
6.5

7.9
3.1
1.7

19.7
0.7
1.4

35.5
0.0
1.4

26.6
2.1

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 385）

平成22年度調査
（N = 290）

％
【女　性】

50.9

6.7

0.9

6.9

0.9

0.0

0.9

0.0

3.1

22.5

7.1

46.0

10.6

0.6

5.3

0.8

0.3

3.6

0.6

2.5

25.3

4.0

0 20 40 60 80 100

50.9
6.7

0.9
6.9

0.9
0.0
0.9
0.0
3.1

22.5
7.1

46.0
10.6

0.6
5.3

0.8
0.3
3.6

0.6
2.5

25.3
4.0

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 550）

平成22年度調査
（N = 359）

％
【その他】

42.9

7.1

0.0

7.1

0.0

0.0

7.1

0.0

0.0

28.6

7.1

0 20 40 60 80 100

42.9
7.1

0.0
7.1

0.0
0.0

7.1
0.0
0.0

28.6
7.1

0 20 40 60 80 100

平成27年度調査
（N = 14）
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Ｆ12 ひとり親家庭の方におうかがいします。 

現在困っていることについて、下記の中からお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 28 ％

保証人がいないため住宅が
借りられない

偏見や誤解などにより、住宅
への入居が難しいこと

就職先がきまらない

就業に関する相談先、情報
入手先がわからない

生活費が不足している、相談
先がわからない

教育費が不足している、相談
先がわからない

炊事洗濯などの日常の家事
ができない

仕事や緊急時などの預け先
がない、子どものことについ
ての相談ができない

市のサービスや支援の情報
が得にくい

地域とのつながりや情報が得
にくい

その他

特にない

無回答

0.0

0.0

0.0

3.6

14.3

17.9

3.6

10.7

17.9

3.6

3.6

7.1

67.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

＜ひとり親について＞ 

Ｆ12における「ひとり親家庭」については、 

Ｆ３で「未婚・非婚」または「既婚（離別・死別）」 

かつ、 

Ｆ４で「２世代家族」 

かつ、 

Ｆ５で「乳幼児（小学校入学前）」または「小学生」または「中学生」 

と回答した人を抽出しています。 
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Ⅲ 自由記述 

今回の「人権・男女共同参画に関する市民意識調査」の回答の中で、自由記述について 143件

の記述がありました。これらの意見については、今後の人権・男女共同参画を推進する際の参考

として活用します。 

 

内容別件数 

１ 人権意識全般に関する意見     15件 

２ 個別の人権課題に関する意見     17件 

３ 男女共同参画社会に関する意見    12件 

４ 子育て・介護などに関する意見    15件 

５ 仕事に関する意見      １件 

６ 人権・男女共同参画の取り組みに関する意見   22件 

７ 意識調査全体に関する意見     32件 

８ その他の意見      29件 
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Ⅳ 調査票 

 

O
d
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d
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o
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g
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e
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h
e
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y
o
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If
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s 
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r
h

e
lp

o
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o
u
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a
v
e
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n
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u
e
st
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n
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le
a

se
e
m

a
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(d
o
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a
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n
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e
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@
ci
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ta
m

i.
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.j
p

).
 E

m
a
il

s
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 E
n

g
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o
r
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C

h
in

e
se

 a
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e
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ta
b
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.

T
h

a
n

k
y
o
u

fo
r

y
o
u

r 
co

o
p

e
ra

ti
o
n

.

伊
丹
市
，
决

定
进
行
这
次
「
有
关

人
权
·男

女
共
同
参

与
的
市
民

意
识
调
查
」。

因
为
可

以
作
为
以

后
伊

丹
市
的

市

政
对
策
的

参
考
，
请
大
家

配
合
回

答
附
在

同
信
封

内
的
调
查
票
。

对
于
阅
读
调
查
票
文

章
内

容
有

困
难
的
人

，
可

以
请
亲
近

的
人
帮

助
回
答

，
或
者

添
附
「

由
于
阅
读
困
难
，
不

能

回
答
」
这
样
内
容

的
信
息

，
给
我
们
回
信

。

然
后
，
如

果
时
间
合
适
的
话
，
市

政
府
的
职
员
会
对
英
语
，
中
文
给
予
对
应
，
如

果
有
什

么
不
明

白
的
地

方
，
请

发
邮
件

到
下
方
邮
件
地
址

和
我
们
连
络
。

邮
件

地
址

：
d
o
wa
j
i
nk
e
n
@c
it
y
.
i
ta
m
i
.l
g
.
j
p

이
타
미
시

(伊
丹
市

)는
,
이
번

「
인
권

·남
녀
공
동
참
획
에
관
한
시
민
의
식
조
사
」
를
하
는
것
으
로

했
습
니
다

.
앞
으
로
의
이
타
미
시

(伊
丹
市

)의
시
책
참
고
로
하
므
로

,
동
봉
의
조
사
표
에
회
답
해

주
시
도
록
협
력
을
부
탁
드
립
니
다

.

조
사
표
의
문
장
을
읽
는
것
이
어
려
운
분
은

,
어
느
분
인
가
친
한
분
에
게
도
움
을
받
을
것
인
가

,

「
읽
는
것
이
어
려
우
므
로
회
답
할
수
없
다
」
라
고
하
는
내
용
의
메
모
를
더
해
서
반
송
바
랍
니
다

.

伊
丹
市
は

、
こ
の

た
び
「

人
権
・

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
市
民

意
識
調

査
」
を

行
う
こ

と
と
い

た
し
ま

し
た

。

今
後

の
伊

丹
市
の

施
策
の

参
考
と

い
た
し

ま
す
の

で
、
同

封
の
調

査
票
に

回
答
く

だ
さ
い

ま
す
よ

う
ご
協

力
を

お

願
い

い
た

し
ま
す

。

調
査
票
の

文
章
を

読
む
こ

と
が
む

ず
か
し

い
方
は

、
ど
な

た
か
親

し
い
方

に
お
手

伝
い
い

た
だ
く

か
、
「
読
む

こ

と
が
む
ず

か
し
い

の
で
回

答
で
き

な
い
」

と
い
う

内
容
の

メ
モ
を

添
え
て

返
送
願

い
ま
す

。

な
お
、
英
語

、
中
国

語
、
に

つ
い

て
は

、
時
間

が
あ
え

ば
、
市
職

員
が
対

応
す
る

こ
と
も

で
き
ま

す
の
で

、
何

か

ご
不
明
な

点
が
ご

ざ
い
ま

し
た
ら

、
メ
ー

ル
で
ご

連
絡
く

だ
さ
い

。
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1

人じ
ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

に
つ

い
て

お
た

ず
ね

し
ま

す
。

１
．
非ひ

常じ
ょ

う

に
身み

近ぢ
か

に
感か

ん

じ
る

２
．
か
な

り
身み

近ぢ
か

に
感か

ん

じ
る

３
．
ど
ち
ら
と

も
言い

え
な
い

４
．
あ
ま

り
身み

近ぢ
か

に
感か

ん

じ
な
い

５
．
ま
っ
た
く
身み

近ぢ
か

に
感か

ん

じ
な
い

６
．
わ
か
ら
な

い

１
．
そ
う
思お

も

う
２

．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思お

も

う

３
．
ど
ち
ら
と

も
言い

え
な
い

４
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思お

も

わ
な
い

５
．
そ
う

は
思お

も

わ
な
い

１
．
そ
う
思お

も

う
２

．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思お

も

う

３
．
ど
ち
ら
と

も
言い

え
な
い

４
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思お

も

わ
な
い

５
．
そ
う

は
思お

も

わ
な
い

１
．
そ
う
思お

も

う
２

．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思お

も

う

３
．
ど
ち
ら
と

も
言い

え
な
い

４
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思お

も

わ
な
い

５
．
そ
う

は
思お

も

わ
な
い

１
．

あ
る

２
．

な
い

３
．
わ
か
ら
な

い

１
．
あ
ら
ぬ
う
わ
さ

や
悪わ

る

口ぐ
ち

に
よ
る

、
名め

い

誉よ

・
信し

ん

用よ
う

な
ど
の
侵し

ん

害が
い

２
．
公こ

う

的て
き

機き

関か
ん

や
企き

業ぎ
ょ

う

・
団だ

ん

体た
い

に
よ

る
不ふ

当と
う

な
扱あ
つ

か

い

３
．
差さ

別べ
つ

待た
い

遇ぐ
う

（
信し

ん

条じ
ょ

う

・
性せ

い

別べ
つ

・
社し

ゃ

会か
い

的て
き

身み

分ぶ
ん

・
心し

ん

身し
ん

の
障し
ょ
う

が
い
な
ど
に

よ
る
不ふ

利り

な
扱あ
つ

か

い
）

４
．
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ

・
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら

の
暴ぼ

う

力り
ょ

く

）

５
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
）
に
よ
る
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

６
．
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト

（
性せ

い

的て
き

い
や
が
ら
せ

）

７
．
地ち

域い
き

で
の
暴ぼ

う

力り
ょ

く

、
脅き
ょ

う

迫は
く

、
無む

理り

じ
い

、
仲な

か

間ま

は
ず
れ

８
．

職し
ょ

く

場ば

で
の
い
じ
め
や
い
や
が
ら

せ
９

．
家か

庭て
い

で
の
暴ぼ

う

力り
ょ

く

や
虐ぎ
ゃ

く

待た
い

10
．
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵し

ん

害が
い

11
．
学が

っ

校こ
う

で
の
い
じ
め
や
体た

い

罰ば
つ

12
．
わ
か
ら
な

い
13
．
そ
の
他た

（
）

問と
い

１
あ
な
た
は
、「

人じ
ん

権け
ん

」
を
、
身み

近ぢ
か

な
問も

ん

題だ
い

と
し
て
感か

ん

じ
て
い
ま
す
か
｡（

○
は
１
つ
）

問と
い

２
次つ

ぎ

の
①
～
③
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思お

も

い
ま
す
か
。（

○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

①
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

は
、
人じ

ん

権け
ん

が
尊そ

ん

重ち
ょ

う

さ
れ
て
い
る
社し

ゃ

会か
い

で
あ
る

②
市し

民み
ん

一
人

ひ
と

り

ひ
と
り
の
人じ

ん

権け
ん

意い

識し
き

は
５
～
６
年ね

ん

前ま
え

に
比く

ら

べ
て
高た

か

く
な
っ
て
い
る

③
５
～
６
年ね

ん

前ま
え

に
比く

ら

べ
て
人じ

ん

権け
ん

が
侵し

ん

害が
い

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
減へ

っ
て
い
る

問と
い

３
あ
な
た
は
、
今い

ま

ま
で
に
、
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

権け
ん

が
侵し

ん

害が
い

さ
れ
た
と
思お

も

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
｡（

○
は
１
つ
）

問と
い

３
－
１

問と
い

３
で
「
１
．
あ
る
」
を
選え

ら

ば
れ
た
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

で
し
た
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

３
－
１
か
ら
続つ

づ

け
て
く
だ
さ
い

問と
い

４
か
ら
続つ

づ

け
て
く
だ
さ
い

2

１
．
家か

族ぞ
く

や
友ゆ

う

人じ
ん

な
ど
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
人ひ

と

に
相そ

う

談だ
ん

し
た

２
．
警け

い

察さ
つ

に
相そ

う

談だ
ん

し
た

３
．
弁べ

ん

護ご

士し

に
相そ

う

談だ
ん

し
た

４
．
公こ

う

的て
き

機き

関か
ん

（
法ほ

う

務む

局き
ょ

く

・
市し

役や
く

所し
ょ

・
人じ

ん

権け
ん

啓け
い

発は
つ

セ
ン
タ

ー
の
相そ

う

談だ
ん

窓ま
ど

口ぐ
ち

な
ど
）

に
相そ

う

談だ
ん

し
た

５
．
地ち

域い
き

の
自じ

治ち

会か
い

長ち
ょ
う

や
民み

ん

生せ
い

委い

員い
ん

・
児じ

童ど
う

委い

員い
ん

、
人じ

ん

権け
ん

擁よ
う

護ご

委い

員い
ん

に
相そ

う

談だ
ん

し
た

６
．
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

な
ど
民み

ん

間か
ん

団だ
ん

体た
い

に
相そ

う

談だ
ん

し
た

７
．

職し
ょ

く

場ば

の
相そ

う

談だ
ん

窓ま
ど

口ぐ
ち

に
相そ

う

談だ
ん

し
た

８
．
相あ

い

手て

に
抗こ

う

議ぎ

し
た

９
．
何な

に

も
で
き
な
か
っ

た

1
0．

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

1
1．

そ
の
他た

（
）

１
．
な
い

と
思お

も

う
２

．
自じ

分ぶ
ん

で
は
気き

づ
か
な
か
っ
た
が
、

あ
る
か
も
し
れ
な

い

３
．
あ
る

と
思お

も

う
４

．
わ
か
ら
な

い

１
．
相あ

い

手て

の
学が

く

歴れ
き

２
．
相あ

い

手て

の
経け

い

済ざ
い

力り
ょ
く

３
．
相あ

い

手て

の
職し
ょ

く

業ぎ
ょ

う

４
．
相あ

い

手て

の
家い

え

柄が
ら

５
．
相あ

い

手て

の
国こ

く

籍せ
き

・
民み

ん

族ぞ
く

６
．
相あ

い

手て

の
宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

７
．
相あ

い

手て

の
健け

ん

康こ
う

状じ
ょ
う

態た
い

８
．
相あ

い

手て

や
そ

の
家か

族ぞ
く

が
障し
ょ
う

が
い
の
あ

る
人ひ

と

か
ど
う
か

９
．
相あ

い

手て

が
い
わ
ゆ
る
同ど

う

和わ

地ち

区く

の
出し
ゅ

っ

身し
ん

者し
ゃ

か
ど
う
か

1
0．

特と
く

に
気き

に
し
な
い

1
1．

わ
か
ら
な

い
1
2．

そ
の
他た

（
）

１
．
相あ

い

手て

の
学が

く

歴れ
き

２
．
相あ

い

手て

の
経け

い

済ざ
い

力り
ょ

く

３
．
相あ

い

手て

の
職し
ょ

く

業ぎ
ょ
う

４
．
相あ

い

手て

の
家い

え

柄が
ら

５
．
相あ

い

手て

の
国こ

く

籍せ
き

・
民み

ん

族ぞ
く

６
．
相あ

い

手て

の
宗し
ゅ

う

教き
ょ
う

７
．
相あ

い

手て

の
健け

ん

康こ
う

状じ
ょ
う

態た
い

８
．
相あ

い

手て

や
そ

の
家か

族ぞ
く

が
障し
ょ
う

が
い
の
あ
る
人ひ

と

か
ど
う
か

９
．
相あ

い

手て

が
い
わ
ゆ
る
同ど

う

和わ

地ち

区く

の
出し
ゅ

っ

身し
ん

者し
ゃ

か
ど
う
か

10
．
特と

く

に
気き

に
し
な

い

1
1．

わ
か
ら
な

い
1
2．

そ
の
他た

（
）

問と
い

３
－
２

問と
い

３
で
「
１
．
あ
る
」
を
選え

ら

ば
れ
た
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

人じ
ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

を
受う

け
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
し
た
か
｡（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

４
あ
な
た
は
、
今い

ま

ま
で
に
、
他た

人に
ん

の
人じ

ん

権け
ん

を
侵し

ん

害が
い

し
た
こ
と
が
あ
る
と
思お

も

い
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

５
結け

っ

婚こ
ん

に
つ
い
て
お
聞き

き
し
ま
す
。
①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
に
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。

①
あ
な
た
の
結け

っ

婚こ
ん

相あ
い

手て

を
考か
ん

が

え
る
際さ

い

、
相あ

い

手て

の
人ひ

と

柄が
ら

や
性せ

い

格か
く

以い

外が
い

で
、
気き

に
な
る
こ
と
（
気き

に
な
っ
た
こ
と
）
は
次つ

ぎ

の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

②
あ
な
た
に
お
子こ

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
し
て
、
子こ

ど
も
の
結け

っ

婚こ
ん

相あ
い

手て

を
考か
ん

が

え
る
際さ

い

、
相あ

い

手て

の
人ひ

と

柄が
ら

や
性せ

い

格か
く

以い

外が
い

で
、
気き

に
な
る
こ
と
（
気き

に
な
っ
た
こ
と
）
は
次つ

ぎ

の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）
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3

問と
い

６
日に

本ほ
ん

の
社し

ゃ

会か
い

に
は
、
人じ

ん

権け
ん

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問も

ん

題だ
い

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
問も

ん

題だ
い

の
内な

い

容よ
う

を
知し

っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
関か

ん

心し
ん

が
あ
る
か
、
あ
ま
り
悩な

や

ま
ず

直ち
ょ

っ

感か
ん

で
お
答こ

た

え
く
だ

さ
い
。（

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
）

※
「

障
害

し
ょ
う
が

い

」
の
表
記

ひ
ょ
う
き

に
つ
い
て

：
障

害
し

ょ
う
が

い

の
「
害が

い

」
の
字じ

に
は
否
定

ひ
て

い

的て
き

な
意い

味み

が
あ

る
の
で

、
好こ

の

ま
し
く

な
い
と

い
う

意い

見け
ん

が
あ
り
、

こ

の
調ち
ょ

う

査さ

で
は
、

障し
ょ

う

が
い
の
あ

る
人ひ

と

を
、

直ち
ょ

く

接せ
つ

的て
き

に
示し

め

す
場ば

合あ
い

に
は
「

障し
ょ

う

が
い
の
あ
る

人ひ
と

」
な
ど
と

表ひ
ょ

う

記き

し
て

い
ま

す
。

た
だ

し
、

法ほ
う

律り
つ

・
制せ

い

度ど

の
名な

前ま
え

や
障し
ょ

う

害が
い

状じ
ょ

う

況き
ょ

う

を
示し

め

す
場ば

合あ
い

や
障し
ょ

う

が
い
の
あ

る
人ひ

と

の
全ぜ

ん

体た
い

を
捉と

ら

え
る
場ば

合あ
い

は
、「

障
害

し
ょ
う
が

い

」
及お

よ

び
「

障し
ょ

う

害が
い

者し
ゃ

」
と
表
記

ひ
ょ
う
き

し
て
い
ま
す
。

Ａ
．
認に

ん

知ち

度ど

Ｂ
．
関か
ん

心し
ん

度ど

内
な い

容
よ う

ま で

知
し

て い る

聞
き

い た こ と が あ る が

内 容

な い よ う

ま で 知
し

ら な い

知
し

ら な い

関 心

か ん し ん

が あ る

関 心

か ん し ん

が な い

わ か ら な い

①
女じ

ょ

性せ
い

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

②
子こ

ど
も
に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

③
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

④
障し
ょ

う

が
い
の
あ
る
人ひ

と

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑤
同ど

う

和わ

問も
ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑥
日に

本ほ
ん

に
居き

ょ

住じ
ゅ

う

し
て
い
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
関か

ん

す
る

問も
ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑦
エ
イ
ズ
患か

ん

者じ
ゃ

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス
）

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑧
ハ
ン
セ
ン

病び
ょ

う

患か
ん

者じ
ゃ

・
回か

い

復ふ
く

者し
ゃ

な
ど
に
関か

ん

す
る

問も
ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑨
犯は

ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

者し
ゃ

な
ど
に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑩
性せ

い

同ど
う

一い
つ

性せ
い

障し
ょ

う

害が
い

（
心こ
こ

ろ

と
体か
ら

だ

の
性せ

い

が
一い

っ

致ち

し

な
い
人ひ

と

）
に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ

ォ
ン
な
ど
）
を
悪あ

く

用よ
う

し
た
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

の
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑫
ホ
ー
ム
レ
ス

の
人ひ

と

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑬
性せ

い

的て
き

指し

向こ
う

（
異い

性せ
い

愛あ
い

・
同ど

う

性せ
い

愛あ
い

・
両り
ょ

う

性せ
い

愛あ
い

）

を
理り

由ゆ
う

と
し
た
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

の
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑭
北き

た

朝ち
ょ

う

鮮せ
ん

当と
う

局き
ょ

く

に
よ
っ

て
拉ら

致ち

さ
れ
た
被ひ

害が
い

者し
ゃ

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑮
刑け

い

を
終お

え
て

出し
ゅ

っ

所し
ょ

し
た
人ひ

と

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑯
ア
イ
ヌ

の
人

々
ひ

と
び

と

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑰
人じ

ん

身し
ん

取と
り

引ひ
き （

性せ
い

的て
き

搾さ
く

取し
ゅ

・
強き
ょ

う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

な
ど
を
目も

く

的て
き

と
し
た
人じ

ん

身し
ん

取と
り

引ひ
き

）
に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑱
働は
た

ら

く
人ひ

と

の
権け

ん

利り

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

⑲
東ひ
が

し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

に
伴と
も

な

う
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

１
２

３
１

２
３

4

１
．

入に
ゅ
う

学が
く

・
学が

っ

校こ
う

で
不ふ

利り

な
扱あ
つ
か

い
を
受う

け
る
こ
と

２
．

就し
ゅ
う

職し
ょ
く

・
職し
ょ

く

場ば

で
不ふ

利り

な
扱あ
つ
か

い
を
受う

け
る
こ
と

３
．

住じ
ゅ
う

宅た
く

の
申も

う

し
込こ

み
や

入に
ゅ
う

居き
ょ

で
不ふ

利り

な
扱あ
つ
か

い
を
受う

け
る

こ
と

４
．

年ね
ん

金き
ん

な
ど
の
社し

ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ

う

制せ
い

度ど

で
不ふ

利り

な
扱あ
つ

か

い
を
受う

け
る
こ

と

５
．

周し
ゅ

う

囲い

か
ら
結け

っ

婚こ
ん

を
反は

ん

対た
い

さ
れ
る
こ

と

６
．

文ぶ
ん

化か

や
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ

う

慣か
ん

の
違ち

が

い
が
受う

け
入い

れ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
そ
の
違ち

が

い
か
ら
い
や
が
ら
せ
を
受う

け
る
こ
と

７
．

外が
い

国こ
く

語ご

の
表ひ
ょ
う

記き

に
す
る
な
ど
、

情じ
ょ

う

報ほ
う

を
わ
か
り
や
す

い
形か
た
ち

に
し
て
伝つ

た

え
る
配は

い

慮り
ょ

が
足た

り
な
い
こ

と

８
．

政せ
い

治じ

に
意い

見け
ん

が
十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

反は
ん

映え
い

さ
れ
な
い
こ

と

９
．

差さ

別べ
つ

的て
き

な
言げ

ん

動ど
う

や
差さ

別べ
つ

的て
き

な
落ら

く

書が

き
が
あ
る
こ
と

1
0．

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪あ

く

用よ
う

し
た
差さ

別べ
つ

的て
き

な
情じ
ょ

う

報ほ
う

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
る
こ
と

1
1．

わ
か
ら
な

い

1
2．

そ
の
他た

（
）

１
．
差さ

別べ
つ

的て
き

な
言げ

ん

動ど
う

２
．
差さ

別べ
つ

的て
き

な
落ら

く

書が

き

３
．

就
職

し
ゅ

う
し
ょ

く

・
職

場
し

ょ
く

ば

で
の
差

別
さ

べ
つ

・
不

利
ふ

り

な
扱あ
つ
か

い
４

．
結

婚
け

っ
こ

ん

問
題

も
ん

だ
い

で
の
周

囲
し

ゅ
う

い

か
ら

の
反

対
は

ん
た

い

５
．
身

元
み

も
と

調
査

ち
ょ

う
さ

を
実

施
じ

っ
し

す
る
こ
と

６
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪

用
あ

く
よ

う

し
た
差

別
的

さ
べ

つ
て

き

な
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

の
掲

載
け

い
さ

い

７
．
地
域

ち
い

き

の
活
動

か
つ
ど

う

や
つ
き
あ
い
で
の
差
別

さ
べ

つ

・
不
利

ふ
り

な
扱あ
つ
か

い
８

．
い
わ
ゆ
る
同

和
ど

う
わ

地
区

ち
く

へ
の
居

住
き

ょ
じ

ゅ
う

の
敬
遠

け
い

え
ん

９
．
特と

く

に
起お

き
て
い
る
と
は
思お

も

わ
な
い

1
0．

わ
か
ら
な
い

1
1．

そ
の
他た

（
）

１
．
家か

族ぞ
く

（
祖

父
母

そ
ふ

ぼ

、
父

母
ふ

ぼ

、
兄き
ょ
う

弟だ
い

姉し

妹ま
い

な
ど
）、

親し
ん

せ
き
か
ら
教お

し

え
ら
れ

た
偏
見

へ
ん

け
ん

・
差さ

別べ
つ

意い

識し
き

２
．
地
域

ち
い

き

の
人ひ
と

か
ら
伝つ
た

え
ら
れ
る偏

見
へ
ん
け
ん

・
差
別

さ
べ

つ

意
識

い
し

き

３
．
職

場
し

ょ
く

ば

や
友

人
ゆ

う
じ

ん

関
係

か
ん

け
い

な
ど
で
伝つ

た

え
ら
れ
る
偏

見
へ

ん
け

ん

・
差

別
さ

べ
つ

意
識

い
し

き

４
．
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

に
残の

こ

る
差さ

別べ
つ

意い

識し
き

５
．
個こ

人じ
ん

の
理り

解か
い

不ぶ

足そ
く

６
．
学が

っ

校こ
う

で
の
人じ

ん

権け
ん

教き
ょ

う

育い
く

の
不ふ

十じ
ゅ

う

分ぶ
ん

さ
７

．
行ぎ
ょ

う

政せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

の
啓け

い

発は
つ

の
不ふ

十じ
ゅ

う

分ぶ
ん

さ

８
．
わ
か
ら
な

い
９

．
そ
の
他た

（
）

１
．
自じ

分ぶ
ん

の
意い

思し

を
貫つ
ら

ぬ

い
て
結け

っ

婚こ
ん

す
る

２
．
家か

族ぞ
く

や
親し

ん

せ
き
の
反は

ん

対た
い

が
あ
っ
て

も
説せ

っ

得と
く

に
全ぜ

ん

力り
ょ
く

を
傾か
た
む

け
、
で
き
る
だ

け
理り

解か
い

を
得え

て
、
自じ

分ぶ
ん

の
意い

思し

を
貫つ
ら

ぬ

い
て
結け

っ

婚こ
ん

す
る

３
．
家か

族ぞ
く

や
親し

ん

せ
き
の
反は

ん

対た
い

が
あ
れ
ば

、
結け

っ

婚こ
ん

し
な

い

４
．
絶ぜ

っ

対た
い

に
結け

っ

婚こ
ん

し
な
い

５
．
わ
か
ら
な

い
６

．
そ
の
他た

（
）

問と
い

７
日に

本ほ
ん

に
居き

ょ

住じ
ゅ

う

し
て
い
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
関か

ん

す
る
こ
と
で
、
人

権
上

じ
ん
け

ん
じ

ょ
う

、
あ
な
た
が
特と

く

に
問
題

も
ん

だ
い

が
あ
る
と
思お

も

う
の
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か
。（

○
は
３
つ
ま
で
）

問と
い

８
同ど

う

和わ

問も
ん

題だ
い

に
関か

ん

す
る
こ
と
で
、
今い

ま

、
ど
の
よ
う
な
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

が
起お

き
て
い
る
と
思お

も

い
ま
す
か
。（

○
は
３
つ
ま
で
）

問と
い

８
－
１

同
和

ど
う

わ

問
題

も
ん

だ
い

が
生し
ょ

う

じ
る
原
因

げ
ん

い
ん

や
背は

い

景け
い

と
し
て
、
特と

く

に
思お

も

い
当あ

た
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
３
つ
ま
で
）

問と
い

８
－
２

結
婚

け
っ

こ
ん

に
つ
い
て
お
聞き

き
し
ま
す
。

（
１
）
た
と
え
ば
、
あ
な
た
が
結け

っ

婚こ
ん

し
よ
う
と
す
る
相あ

い

手て

が
、
い
わ
ゆ
る
同ど

う

和わ

地ち

区く

の
人ひ

と

で
あ
る
と
わ
か
っ
た
場ば

合あ
い

、

あ
な
た
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）
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5

１
．
子こ

ど
も

の
意い

思し

を
尊そ

ん

重ち
ょ

う

す
る

２
．
た
め
ら
っ
た
ら
勇ゆ

う

気き

づ
け

る

３
．
親お

や

と
し
て
反は

ん

対た
い

す
る
が
、
子こ

ど
も
の
意い

志し

が
強つ

よ

け
れ
ば
し
か
た
な
い

４
．
家か

族ぞ
く

や
親し

ん

せ
き
の
反は

ん

対た
い

が
あ
れ
ば
、
結け

っ

婚こ
ん

を
認み

と

め
な
い

５
．
絶ぜ

っ

対た
い

に
結け

っ

婚こ
ん

を
認み

と

め
な

い

６
．
わ
か
ら
な
い

７
．
そ
の
他た

（
）

１
．

情じ
ょ
う

報ほ
う

収し
ゅ
う

集し
ゅ
う

・
検け

ん

索さ
く

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
作さ

く

成せ
い

３
．
ゲ
ー
ム
な
ど

４
．
掲け

い

示じ

板ば
ん

へ
の
書か

き
込こ

み

５
．
メ
ー
ル
な
ど
の
や
り
と
り

６
．
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
商し
ょ

う

用よ
う

サ
イ
ト
の
利り

用よ
う

７
．
そ
の
他た

（
具ぐ

体た
い

的て
き

に
）

８
．
あ
ま
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利

用
り

よ
う

し
な

い

１
．
よ
く
見み

る

２
．
見み

た
こ
と
が
あ
る

３
．
見み

な
い
よ
う
に
し
て
い

る

４
．
見み

た
こ
と
が
な
い

問と
い

12
か
ら
続つ

づ

け
て
く
だ
さ
い

１
．
他

人
た

に
ん

へ
の
ひ
ど

い
悪

口
わ

る
ぐ

ち

（
誹

謗
ひ

ぼ
う

中
傷

ち
ゅ

う
し
ょ

う

）
や
差

別
的

さ
べ

つ
て

き

な
表

現
ひ

ょ
う

げ
ん

な
ど

を
掲

載
け

い
さ

い

す
る
こ

と

２
．
捜

査
そ

う
さ

対
象

た
い

し
ょ
う

（
事

件
じ

け
ん

の
容

疑
者

よ
う

ぎ
し

ゃ

と
な
っ
た
）
の
未

成
年
者

み
せ

い
ね

ん
し

ゃ

の
名

前
な

ま
え

・
顔か

お

写
真

じ
ゃ

し
ん

を
掲

載
け

い
さ

い

す
る
こ
と

３
．
第だ

い

三さ
ん

者し
ゃ

が
無む

断だ
ん

で
他た

人に
ん

の
電で

ん

子し

メ
ー
ル
を
閲え

つ

覧ら
ん

す
る
こ

と

４
．
犯は

ん

罪ざ
い

を
誘ゆ

う

発は
つ

す
る
場ば

と
な
っ
て
い

る
出で

会あ

い
系け

い

サ
イ
ト
な
ど
が
あ
る
こ

と

５
．
ポ
ル

ノ
画が

像ぞ
う

な
ど
有ゆ

う

害が
い

な
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
あ
る
こ
と

６
．
悪あ

く

質し
つ

商し
ょ

う

法ほ
う

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取と

り

引ひ
き

で
の
被ひ

害が
い

が
あ
る
こ
と

７
．
い
っ
た
ん
流な

が

れ
た

情じ
ょ
う

報ほ
う

の
訂て

い

正せ
い

や
回か

い

収し
ゅ
う

が
難む
ず
か

し
い
こ
と

８
．
差さ

別べ
つ

を
助じ

ょ

長ち
ょ

う

す
る
よ
う
な

情じ
ょ

う

報ほ
う

を
掲け

い

載さ
い

・
検け

ん

索さ
く

す
る
こ
と

９
．
他た

人に
ん

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関か

ん

す
る

情じ
ょ

う

報ほ
う

を
掲け

い

載さ
い

す
る
こ
と

10
．
わ
か
ら
な

い

11
．
そ
の
他た

（
）

（
２
）
た
と
え
ば
、
あ
な
た
の
お
子こ

さ
ん
の
結
婚

け
っ

こ
ん

し
よ
う
と
す
る
相
手

あ
い

て

が
、
い
わ
ゆ
る
同
和

ど
う

わ

地
区

ち
く

の
人ひ

と

で
あ
る
と
わ

か
っ
た
場
合

ば
あ

い

、
あ
な
た
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

９
あ
な
た
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
を
ど
の
よ
う
な
目
的

も
く

て
き

で
利
用

り
よ

う

し
ま
す
か
。

（
○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

10
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
を
悪
用

あ
く

よ
う

し
た
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
特と

く

に

問
題

も
ん

だ
い

が
あ
る
と
思お

も

う
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
｡（

○
は
３
つ
ま
で
）

問と
い

11
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上じ
ょ

う

で
、
差
別
的

さ
べ

つ
て

き

な
表

現
ひ

ょ
う

げ
ん

や
他
人

た
に

ん

を
誹
謗

ひ
ぼ

う

中
傷

ち
ゅ

う
し
ょ

う

す
る
な
ど
、
人
権

じ
ん

け
ん

侵
害

し
ん

が
い

と
思お

も

わ
れ
る
よ
う
な

書か

き
込こ

み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
お
聞き

き
し
ま
す
。

あ
な
た
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容

な
い

よ
う

の
ペ
ー
ジ
を
見み

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

11
－
１
か
ら
続つ

づ

け
て
く
だ
さ
い

6

１
．
本

人
ほ

ん
に

ん

の
意

思
い

し

に
反は

ん

し
て
「

男お
と

こ

ら
し
く

、
女お
ん
な

ら
し
く
」
と
い

う
考か
ん
が

え
を
押お

し
つ
け

る
こ
と

２
．
制

服
せ

い
ふ

く

な
ど

で
男

女
だ

ん
じ

ょ

の
別べ

つ

を
決き

め
つ
け
る
こ

と

３
．
ト
イ
レ
、
更

衣
室

こ
う

い
し

つ

な
ど
、
男
女

だ
ん

じ
ょ

の
別べ

つ

し
か
な
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な

っ
て
い
な
い
こ
と

４
．
異い

性せ
い

愛あ
い

を
前ぜ

ん

提て
い

と
し
た

教き
ょ

う

育い
く

を
受う

け
る
こ
と
（
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

、
道ど

う

徳と
く

な
ど

）

５
．
性

的
せ

い
て

き

少
数

者
し

ょ
う

す
う

し
ゃ

に
つ
い
て
正た

だ

し
い
知

識
ち

し
き

を
得え

る
機

会
き

か
い

が
な

い
こ
と

６
．
相そ

う

談だ
ん

場ば

所し
ょ

が
な
い
こ

と

７
．
学が

っ

校こ
う

や
職し
ょ

く

場ば

で
い
じ
め
や
い
や
が
ら
せ
を
受う

け
る
こ

と

８
．

就し
ゅ

う

職し
ょ

く

や
職し
ょ

く

場ば

に
お
い

て
不ふ

利り

な
扱あ
つ
か

い
を
受う

け
る

こ
と

９
．
家か

族ぞ
く

や
友と

も

達だ
ち

か
ら
理り

解か
い

さ
れ
な
い
こ

と

1
0．

法
律

上
ほ

う
り

つ
じ

ょ
う

の
「

パ
ー
ト

ナ
ー
」
や
子こ

ど
も

に
対た

い

す
る

「
親お

や

」
と

し
て
、

扱あ
つ

か

っ
て

も
ら

え
な
い

こ
と
が

あ
る

こ
と

1
1．

保ほ

険け
ん

証し
ょ

う

、
パ
ス
ポ
ー
ト

、
履り

歴れ
き

書し
ょ

な
ど
の
性せ

い

別べ
つ

欄ら
ん

が
男だ

ん

女じ
ょ

の
み
で
あ
る
こ

と

1
2．

偏
見

へ
ん

け
ん

や
誤

解
ご

か
い

に
よ
り

、
住す

ま
い
な

ど
契け

い

約や
く

を
断こ
と

わ

ら
れ
る
こ
と

1
3．

結け
っ

婚こ
ん

や
子こ

ど
も
の
養よ

う

子し

縁え
ん

組ぐ
み

が
む
ず
か
し
い

こ
と

1
4．

施
設

し
せ

つ

、
病

院
び

ょ
う

い
ん

に
お
い
て
、
自

認
じ

に
ん

す
る
性せ

い

と
は
別べ

つ

の
扱あ
つ
か

い
を
受う

け
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

1
5．

メ
デ
ィ
ア
で
か
ら
か
い
や
偏

見
へ

ん
け

ん

を
助

長
じ
ょ
ち

ょ
う

す
る
よ
う

な
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

を
流な

が

す
こ

と

1
6．

そ
の
他た

（
具ぐ

体た
い

的て
き

に
）

1
7．

特と
く

に
な

い

1
8．

わ
か
ら
な

い

１
．
自じ

分ぶ
ん

と
か
か
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
特と

く

に
何な

に

も
し
な
い

２
．
そ
の
よ
う

な
ペ
ー
ジ
は
、
無む

視し

す
る

３
．
自じ

分ぶ
ん

も
同お

な

じ
よ
う

な
内な

い

容よ
う

で
書か

き
込こ

み
を
す

る
４

．
反は

ん

対た
い

意い

見け
ん

を
書か

き
込こ

む

５
．
プ
ロ
バ
イ

ダ
又ま

た

は
関か

ん

係け
い

機き

関か
ん

に
知し

ら
せ
る

６
．
積せ

っ

極き
ょ

く

的て
き

に
見み

る

７
．
そ
の
他た

（
具ぐ

体た
い

的て
き

に
）

問と
い

11
－
１

問と
い

11
で
「
１
．
よ
く
見み

る
」「

２
．
見み

た
こ
と
が
あ
る
」「

３
．
見み

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
回
答

か
い

と
う

し

た
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ペ
ー
ジ
を
見み

た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

12
性
的

せ
い

て
き

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（

少
数

者
し
ょ

う
す
う
し

ゃ

）
※
の
人
々

ひ
と

び
と

の
人
権

じ
ん

け
ん

に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

性
的

せ
い

て
き

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（

少
数

者
し
ょ

う
す
う
し

ゃ

）
の
人
々

ひ
と

び
と

に
関か

ん

す
る
人
権

じ
ん

け
ん

の
こ
と
で
、
あ
な
た
が
特と

く

に
課か

題だ
い

だ
と
思お

も

わ
れ
る
の

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。（

〇
は
い
く
つ
で
も
）

※
性

的
せ

い
て
き

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ
：
性

的
せ

い
て

き

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ
（

少
数

者
し
ょ
う

す
う
し

ゃ

）
と

は
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ
と
言い

わ
れ

る
レ

ズ
ビ

ア
ン
（

女
性

じ
ょ
せ
い

同
性

愛
者

ど
う
せ
い
あ
い
し
ゃ

）、
ゲ

イ
（
男だ
ん

性せ
い

同ど
う

性せ
い

愛あ
い

者し
ゃ

）、
バ

イ
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
（

両
性

愛
者

り
ょ
う
せ
い
あ
い
し

ゃ

）、
ト

ラ
ン

ス
ジ

ェ
ン

ダ
ー
（

性せ
い

同
一

ど
う
い
つ

性せ
い

障
害

し
ょ
う
が

い

な
ど

心こ
こ
ろ

と

体か
ら

だ

の
性せ

い

が
一い
っ

致ち

し
な
い
人ひ

と

）
な
ど
の
性
的

せ
い
て
き

少
数

者
し
ょ
う
す
う
し

ゃ

の
人
々

ひ
と
び
と

の
こ
と
で
す
。
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問と
い

13
次つ

ぎ

の
①
か
ら
⑫
に
あ
げ
る

考か
ん

が

え
方か

た

に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思お

も

わ
れ
ま
す
か
。
直

感
ち

ょ
っ

か
ん

で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。（

①
～
⑫
に
つ
い
て
○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

強
つ よ

く そ う 思
お も

う

そ う 思
お も

う

ど ち ら と も

い え な い

そ う は 思
お も

わ な い

全
ま た

く 思
お も

わ な い

わ か ら な い

①
人じ

ん

権け
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

や
研け

ん

修し
ゅ

う

会か
い

に
参さ

ん

加か

す
る

こ
と

で
、人じ

ん

権け
ん

尊そ
ん

重ち
ょ

う

の
意い

識し
き

は
強つ

よ

ま
る

１
２

３
４

５
６

②
子こ

ど
も
の
し
つ
け
の
た
め
に
は

、
体た

い

罰ば
つ

も
や

む
を
え

な
い

１
２

３
４

５
６

③
年ね

ん

齢れ
い

に
関か

か

わ
ら

ず
、意

い

欲よ
く

や
能の

う

力り
ょ

く

を
仕し

事ご
と

や
地ち

域い
き

活か
つ

動ど
う

に
生い

か
し
た
方ほ

う

が
い

い
１

２
３

４
５

６

④
同ど

う

和わ

問も
ん

題だ
い

は
、
口く

ち

に
出だ

さ
な
い
で
そ

っ
と

し
て

い
れ

ば
自し

然ぜ
ん

に
な
く
な
る

１
２

３
４

５
６

⑤
自じ

分ぶ
ん

の
権け

ん

利り

ば
か

り
主し

ゅ

張ち
ょ

う

し
て
、他

た

人に
ん

の
権け

ん

利り

を
尊そ

ん

重ち
ょ

う

し
な

い
人ひ

と

が
増ふ

え
て
い
る

１
２

３
４

５
６

⑥
競き
ょ

う

争そ
う

社し
ゃ

会か
い

だ
か
ら
能の

う

力り
ょ

く

に
よ
る
格か

く

差さ

が
生し
ょ

う

じ
る

の
は
仕し

方か
た

が
な

い
１

２
３

４
５

６

⑦
公こ

う

共き
ょ

う

施し

設せ
つ

な
ど
に
お
い

て
、バ

リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
の

推す
い

進し
ん

に
よ

り
、高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

や
障し
ょ

う

が
い

の
あ
る
人ひ

と

だ
け
で

な
く

、
全す

べ

て
の
人ひ

と

が
暮く

ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く

り
が

進す
す

ん
で
い
る

と
思お

も

う

１
２

３
４

５
６

⑧
障し
ょ

う

が
い

の
あ

る
人ひ

と

の
作さ

業ぎ
ょ

う

所じ
ょ

な
ど

は
必ひ

つ

要よ
う

で
は
あ

る
が

、
家い

え

の
近ち

か

く
に
建け

ん

設せ
つ

さ
れ

る
こ

と
に
は
抵て

い

抗こ
う

が

あ
る

１
２

３
４

５
６

⑨
表ひ
ょ

う

現げ
ん

の
自じ

由ゆ
う

が
あ
る
の
だ
か

ら
、ヘ

イ
ト
ス

ピ
ー
チ

（
差さ

別べ
つ

的て
き

憎ぞ
う

悪お

表ひ
ょ

う

現げ
ん

※
）
が
あ
っ
て
も
仕し

方か
た

な
い

１
２

３
４

５
６

⑩
学が

っ

校こ
う

で
、い

じ
め
や
差さ

別べ
つ

を
な

く
す
人じ

ん

権け
ん

教き
ょ

う

育い
く

を
進す

す

め
れ

ば
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

は
解か

い

決け
つ

す
る

１
２

３
４

５
６

⑪
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

や
障し
ょ

う

が
い

の
あ

る
人ひ

と

に
対た

い

す
る

虐ぎ
ゃ
く

待た
い

の
相そ

う

談だ
ん

窓ま
ど

口ぐ
ち

は
増ふ

え
た
と
思お

も

う
１

２
３

４
５

６

⑫
同ど

う

性せ
い

の
カ
ッ
プ
ル
が
い
て
も
お
か

し
く
な

い
１

２
３

４
５

６

※
差
別
的

さ
べ

つ
て
き

憎
悪

ぞ
う

お

表
現

ひ
ょ
う
げ

ん

：
特
定

と
く
て
い

の
民
族

み
ん
ぞ
く

や
国
籍

こ
く
せ
き

な
ど
の
人
々

ひ
と
び
と

を
排
斥

は
い
せ
き

す
る

差
別
的

さ
べ

つ
て
き

言
動

げ
ん
ど
う

の
こ
と
を
言い

い
ま
す
。

8

男だ
ん

女じ
ょ

共
き

ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

に
つ

い
て

お
た

ず
ね

し
ま

す
。

１
．
賛

成
さ

ん
せ

い

す
る

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
さ

ん
せ

い

す
る

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
さ

ん
せ

い

し
な

い
４

．
賛

成
さ

ん
せ

い

し
な

い

１
．
賛

成
さ

ん
せ

い

す
る

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
さ

ん
せ

い

す
る

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成

さ
ん

せ
い

し
な
い

４
．
賛
成

さ
ん

せ
い

し
な
い

１
．
親お

や

や
祖そ

父ふ

母ぼ

か
ら
言い

わ
れ
た
か
ら

２
．
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

や
そ
の
親お

や

が
そ
の
よ
う
な

考か
ん

が

え
だ

か
ら

３
．
学が

っ

校こ
う

で
教お

そ

わ
っ
た
か
ら

４
．

職し
ょ
く

場ば

（
の
人ひ

と

）
が
そ
う
い
う

考か
ん
が

え
だ

か
ら

５
．
知ち

人じ
ん

・
友ゆ

う

人じ
ん

が
そ
の
よ
う

な
考か
ん

が

え
だ
か

ら
６

．
新し

ん

聞ぶ
ん

・
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど

メ
デ
ィ
ア

の
影え

い

響き
ょ

う

７
．

行ぎ
ょ

う

政せ
い

の
講こ

う

座ざ

、
イ
ベ
ン
ト

、
刊か

ん

行こ
う

物ぶ
つ

８
．
生せ

い

活か
つ

上じ
ょ

う

や
む

を
え
な
い
か
ら

９
．
そ
の
他た

（
具ぐ

体た
い

的て
き

に
）

1
0．

わ
か
ら
な

い

問と
い

14
日に

ち

常じ
ょ

う

的て
き

な
家か

事じ

・
仕し

事ご
と

な
ど
の
役や

く

割わ
り

分ぶ
ん

担た
ん

に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

「
Ａ
．
理り

想そ
う

」
は
全ぜ

ん

員い
ん

の
方か

た

が
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。

「
Ｂ
．
現げ

ん

状じ
ょ

う

」
は
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

（
法

律
上

ほ
う

り
つ
じ
ょ
う

の
婚
姻

こ
ん

い
ん

は
問と

い
ま
せ
ん
）
の
い
る
方か

た

の
み
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子こ

育そ
だ

て
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
介か

い

護ご

に
関か

ん

す
る
項こ

う

目も
く

は
、
該
当

が
い

と
う

す
る
方か

た

の
み
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。（

○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

Ａ
．
理り

想そ
う

（
全ぜ

ん

員い
ん

回か
い

答と
う

）
Ｂ
．
現げ
ん

状
じ

ょ
う

（
該が
い

当と
う

す
る
方か
た

の
み
回か
い

答と
う

）

主
お も

に 夫
お と

主
お も

に 妻
つ ま

夫
ふ う

婦
ふ

同
ど う

程
て い

度
ど

そ の 他
た

主
お も

に 夫
お と

主
お も

に 妻
つ ま

夫
ふ う

婦
ふ

同
ど う

程
て い

度
ど

そ の 他
た

①
生せ

い

活か
つ

費ひ

の
確

保
か

く
ほ

１
２

３
４

１
２

３
４

②
炊す

い

事じ

・
掃そ

う

除じ

・
洗せ

ん

濯た
く

な
ど
の
家か

事じ

１
２

３
４

１
２

３
４

③
近き

ん

所じ
ょ

と
の
つ
き
あ
い

１
２

３
４

１
２

３
４

④
子こ

育そ
だ

て
１

２
３

４
１

２
３

４

⑤
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
介か

い

護ご

１
２

３
４

１
２

３
４

問と
い

15
「

男お
と

こ

は
仕し

事ご
と

、
女お
ん

な

は
家か

事じ

・
育い

く

児じ

」
と
い
う

考か
ん
が

え
方か

た

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
は
、
こ
の

考か
ん
が

え
方か

た

に
賛さ

ん

成せ
い

し

ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

16
「

男お
と

こ

の
子こ

は
男お
と

こ

ら
し
く
、

女お
ん
な

の
子こ

は
女お
ん
な

ら
し
く
育そ

だ

て
る
の
が
よ
い
」
と
い
う

考か
ん
が

え
方か

た

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な

た
は
、
こ
の

考か
ん

が

え
方か

た

に
賛
成

さ
ん

せ
い

し
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

17
あ
な
た
が
問と

い

15
と
問と

い

16
で
回
答

か
い

と
う

し
た
お

考か
ん
が

え
に
な
っ
た
と
思お

も

わ
れ
る
理り

由ゆ
う

を
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。

（
○
は
２
つ
ま
で
）
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１
．
女じ

ょ

性せ
い

は
仕
事

し
ご

と

を
も
た
な
い
方ほ

う

が
よ
い

２
．
結け

っ

婚こ
ん

す
る
ま
で
は
、
仕

事
し

ご
と

を
も

つ
方ほ

う

が
よ

い

３
．
子こ

ど
も
が
で
き
る
ま
で
は
、
仕

事
し

ご
と

を
も
つ
方ほ

う

が
よ

い

４
．
ず
っ
と
仕
事

し
ご

と

を
続つ

づ

け
る
方ほ

う

が
よ
い

５
．
子こ

ど
も
が
で
き
た

ら
仕
事

し
ご

と

を
や
め

、
大お

お

き
く
な
っ
た
ら

再ふ
た

た

び
仕
事

し
ご

と

を
も
つ
方ほ

う

が
よ
い

６
．
そ
の
他た

（
具ぐ

体た
い

的て
き

に
）

７
．
わ
か
ら
な
い

問と
い

18
あ
な
た
は
、
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

を
見み

た
場
合

ば
あ

い

、
男
性

だ
ん

せ
い

と
女
性

じ
ょ

せ
い

の
地
位

ち
い

は
平

等
び

ょ
う

ど
う

に
な
っ
て
い
る
と
思お

も

い
ま
す
か
。

（
○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

男
だ ん

性
せ い

の 方
ほ う

が 非
ひ

常
じ う

に 優
ゆ う

遇
ぐ う

さ れ て い る

ど ち ら か と い え ば 男
だ ん

性
せ い

の 方
ほ う

が 優
ゆ う

遇
ぐ う

さ れ て い る

平
び う

等
ど う

で あ る

ど ち ら か と い え ば 女
じ

性
せ い

の 方
ほ う

が 優
ゆ う

遇
ぐ う

さ れ て い る

女
じ

性
せ い

の 方
ほ う

が 非
ひ

常
じ う

に 優
ゆ う

遇
ぐ う

さ れ て い る

わ か ら な い

①
学

校
が

っ
こ

う

教
育

き
ょ

う
い
く

で
は

１
２

３
４

５
６

②
雇
用

こ
よ

う

の
機
会

き
か

い

や
職
場

し
ょ
く
ば

で
の
賃
金

ち
ん
ぎ
ん

・
待
遇

た
い
ぐ
う

で
は

１
２

３
４

５
６

③
家
庭

か
て

い

生
活

せ
い

か
つ

で
は

１
２

３
４

５
６

④
地

域
ち

い
き

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活か

つ

動ど
う

で
は

１
２

３
４

５
６

⑤
社し

ゃ

会か
い

の
慣か

ん

習し
ゅ

う

や
し
き
た
り
で
は

１
２

３
４

５
６

⑥
法ほ

う

律り
つ

や
制せ

い

度ど

の
上う

え

で
は

１
２

３
４

５
６

⑦
政せ

い

治じ

（
政せ

い

策さ
く

決け
っ

定て
い

）・
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

の
場ば

で
は

１
２

３
４

５
６

⑧
全ぜ

ん

体た
い

と
し
て
、
能の

う

力り
ょ

く

を
発は

っ

揮き

す
る
機き

会か
い

は
１

２
３

４
５

６

⑨
全ぜ

ん

体た
い

と
し
て

、
男だ

ん

女じ
ょ

の
地ち

位い

は
１

２
３

４
５

６

問と
い

19
あ
な
た
は
、
一
般
的

い
っ

ぱ
ん

て
き

に
女
性

じ
ょ

せ
い

が
仕
事

し
ご

と

を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お

考か
ん

が

え
で
す
か
。
あ
な
た
の

考か
ん

が

え

に
最も
っ

と

も
近ち

か

い
も
の
を
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

20
生
活

せ
い

か
つ

の
中な

か

で
の
「
仕
事

し
ご

と

」
と
「
家
庭

か
て

い

生
活

せ
い

か
つ

や
地
域

ち
い

き

活
動

か
つ

ど
う

」
の
優
先

ゆ
う

せ
ん

度ど

に

つ
い
て
、
あ
な
た
の
希
望

き
ぼ

う

と
現

状
げ

ん
じ

ょ
う

に
最も
っ

と

も
近ち

か

い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
お

答こ
た

え
く
だ
さ
い
。（

○
は
１
つ
）

Ａ 希き

望ぼ
う

Ｂ

現げ
ん

状じ
ょ

う

①
「
仕

事
し

ご
と

」
を
優ゆ

う

先せ
ん

し
て
い
る

１
１

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
仕
事

し
ご

と

」
を
優ゆ

う

先せ
ん

し
て
い

る
２

２

③
「
仕
事

し
ご

と

」
と
「
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

や
地ち

域い
き

活か
つ

動ど
う

」
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
い
る

３
３

④
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

や
地ち

域い
き

活か
つ

動ど
う

」
を
優ゆ

う

先せ
ん

し
て
い
る

４
４

⑤
「
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

や
地ち

域い
き

活か
つ

動ど
う

」
を
優ゆ

う

先せ
ん

し
て
い

る
５

５

⑥
わ
か
ら
な
い

６
６

1
0

１
．
3
0 分ぷ

ん

未
満

み
ま

ん

２
．
3
0 分ぷ

ん

以い

上じ
ょ

う

１
時じ

間か
ん

未み

満ま
ん

３
．

１
時じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

２
時じ

間か
ん

未み

満ま
ん

４
．

２
時じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

３
時じ

間か
ん

未み

満ま
ん

５
．
３
時じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

１
．
2
0 時

間
じ

か
ん

未
満

み
ま

ん

２
．
2
0 時

じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

3
0 時

じ

間か
ん

未み

満ま
ん

３
．
3
0 時

じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

4
0 時

じ

間か
ん

未み

満ま
ん

４
．
4
0 時

じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

5
0 時

じ

間か
ん

未み

満ま
ん

５
．
5
0 時

じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

6
0 時

じ

間か
ん

未み

満ま
ん

６
．
6
0 時

じ

間か
ん

以い

上じ
ょ

う

１
．
賛
成

さ
ん

せ
い

２
．
賛さ

ん

成せ
い

だ
が
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

に
は

難む
ず
か

し
い

と
思お

も

う
（
そ

の
理り

由ゆ
う

：
）

３
．
反は

ん

対た
い

（
そ

の
理り

由ゆ
う

：
）

問と
い

21
小

学
校

し
ょ

う
が
っ

こ
う

入
学

前
に

ゅ
う

が
く

ま
え

の
お
子こ

さ
ん
が
い
る
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

育い
く

児じ

に
関か

か

わ
る
時じ

間か
ん

は
、

週し
ゅ

う

平へ
い

均き
ん

で
１
日に

ち

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

22
現
在

げ
ん

ざ
い

、
収

入
し

ゅ
う

に
ゅ

う

を
と
も
な
う
仕
事

し
ご

と

を
し
て
い
る
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

現
在

げ
ん

ざ
い

残
業

ざ
ん

ぎ
ょ
う

も
含ふ

く

め
て

週し
ゅ

う

あ
た
り
何な

ん

時
間

じ
か

ん

く
ら
い
仕
事

し
ご

と

を
し
て
い
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

※
週し
ゅ
う

あ
た
り
の
目め

安や
す

：
１
日に

ち

８
時じ

間か
ん

、
週し
ゅ
う

５
日か

勤き
ん

務む

の
方か

た

で
40
時じ

間か
ん

勤き
ん

務む

と
な
り
ま
す
。

問と
い

23
育
児

い
く

じ

休
業

き
ゅ

う
ぎ
ょ

う

・
介
護

か
い

ご

休
業

き
ゅ

う
ぎ
ょ

う

を
取と

る
と
し
た
ら
、
ど
う
す
る
の
が
よ
い
と

思お
も

い
ま

す
か
。
あ
な

た
の

考か
ん
が

え
に
１
番ば

ん

近ち
か

い
も
の
を
お
答こ

た

え
く
だ
さ

い
。（

○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

Ａ

育い
く

児じ

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

Ｂ

介か
い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

①
夫お
っ

と

の
み
取と

る
方ほ

う

が
よ
い

１
１

②
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
夫お
っ

と

が
取と

る
方ほ

う

が
よ

い
２

２

③
妻つ

ま

の
み
取と

る
方ほ

う

が
よ
い

３
３

④
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻つ

ま

が
取と

る
方ほ

う

が
よ
い

４
４

⑤
夫お
っ

と

も
妻つ

ま

も
取と

る
方ほ

う

が
よ

い
５

５

⑥
夫お
っ

と

の
親し

ん

族ぞ
く

は
夫お
っ

と

が
、
妻つ

ま

の
親し

ん

族ぞ
く

は
妻つ

ま

が
取と

る
方ほ

う

が
よ
い

６

⑦
介か

い

護ご

を
受う

け
る
も
の
と
同ど

う

性せ
い

の
も
の
が
取と

る
方ほ

う

が
よ
い

７

⑧
そ

の
他た

（
）

８
８

問と
い

24
男だ

ん

性せ
い

が
育い

く

児じ

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

・
介か

い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

を
取
得

し
ゅ

と
く

す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思お

も

い
ま
す
か
。

「
２
．
賛
成

さ
ん

せ
い

だ
が
現
実
的

げ
ん

じ
つ

て
き

に
は

難む
ず
か

し
い
と
思お

も

う
」「

３
．
反
対

は
ん

た
い

」
は
理
由

り
ゆ

う

も
ご
記
入

き
に

ゅ
う

く
だ
さ
い
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

25
小

学
校

し
ょ

う
が
っ

こ
う

入
学

前
に

ゅ
う

が
く

ま
え

の
お
子こ

さ
ん
が
い
る
方か

た

（
本
人

ほ
ん

に
ん

ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が

妊
娠

中
に

ん
し

ん
ち

ゅ
う

の
方か

た

も
含ふ

く

む
）、

ま
た
は
介
護

か
い

ご

の
必
要

ひ
つ

よ
う

な
親
族

し
ん

ぞ
く

が
い
る
方か

た

（
い
た
方か

た

）
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

あ
な
た
は
、
育い

く

児じ

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

・
介か

い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

を
取
得

し
ゅ

と
く

さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
予よ

定て
い

は
あ
り
ま
す
か
。

（
○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

取
得

し
ゅ

と
く

し
た
／
取

得
し

ゅ
と

く

す
る
予

定
よ

て
い

取
得

し
ゅ

と
く

し
て
い
な
い
／
取

得
し

ゅ
と

く

し
な
い
予

定
よ

て
い

①
育い

く

児じ

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

１
２

②
介か

い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

１
２
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 1
1

問と
い

25
－
１

問と
い

25
で
「
取
得

し
ゅ

と
く

し
て
い
な
い
／
取
得

し
ゅ

と
く

し
な
い
予
定

よ
て

い

」
と
お
答こ

た

え
の
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

取
得

し
ゅ

と
く

し
な
か
っ
た
理
由

り
ゆ

う

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の

考か
ん

が

え
に

最も
っ

と

も
近ち

か

い
も
の
を
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。

（
○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

Ａ

育い
く

児じ

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

Ｂ

介か
い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

①
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
が
取し

ゅ

得と
く

し
た
（

す
る
）
の
で

１
１

②
収し
ゅ

う

入に
ゅ

う

の
少す

く

な
い
方ほ

う

が
取と

る
の
が
よ
い
か
ら

２
２

③
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

は
、
妻つ

ま

が
行お
こ

な

う
方ほ

う

が
適て

き

し
て
い
る
か

ら
３

３

④
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

は
、

夫お
っ

と

が
行お
こ

な

う
方ほ

う

が
適て

き

し
て
い
る
か

ら
４

４

⑤
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

を
取と

る
と

昇し
ょ

う

進し
ん

に
差さ

し

障さ
わ

り
が
あ
る
か
ら

５
５

⑥
職し
ょ

く

場ば

が
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

を
取と

る
雰ふ

ん

囲い

気き

で
は
な
い
か

ら
６

６

⑦
仕

事
し

ご
と

に
支し

障し
ょ

う

が
で
る
か

ら
７

７

⑧
職し
ょ

く

場ば

に
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

休き
ゅ

う

業ぎ
ょ

う

制せ
い

度ど

が
な
い
か
ら

８
８

⑨
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

を
し
た
く
な
い
か
ら

９
９

⑩
育

児
い

く
じ

・
介

護
か

い
ご

の
仕

方
し

か
た

が
わ
か
ら
な
い
か

ら
10

1
0

⑪
親お

や

や
祖

父
母

そ
ふ

ぼ

が
み
て
く
れ
る
か
ら

1
1

1
1

⑫
そ

の
他た

1
2

1
2

問と
い

26
女じ

ょ

性せ
い

が
再さ

い

就し
ゅ

う

職し
ょ

く

や
起き

業ぎ
ょ

う

、
地ち

域い
き

活か
つ

動ど
う

、
地ち

域い
き

貢こ
う

献け
ん

な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
活
動

か
つ

ど
う

に
参
画

さ
ん

か
く

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要

ひ
つ

よ
う

だ
と
思お

も

い
ま
す
か
。（

○
は
３
つ
ま
で
）

１
．
再さ

い

就し
ゅ

う

職し
ょ

く

や
地ち

域い
き

活か
つ

動ど
う

な
ど
に
関か

ん

す
る
相そ

う

談だ
ん

の
充じ
ゅ
う

実じ
つ

２
．
講こ

う

座ざ

な
ど

、
学が

く

習し
ゅ

う

機き

会か
い

の
提て

い

供き
ょ

う

・
充じ
ゅ

う

実じ
つ

３
．
家

族
か

ぞ
く

の
支

援
し

え
ん

４
．
育

児
い

く
じ

に
関か

ん

す
る
支

援
し

え
ん

５
．
介

護
か

い
ご

に
関か

ん

す
る
支

援
し

え
ん

６
．
活

動
か

つ
ど

う

に
関か

ん

す
る
補

助
金

ほ
じ

ょ
き

ん

な
ど
、
金

銭
的

き
ん

せ
ん

て
き

支
援

し
え

ん

７
．
女じ

ょ

性せ
い

の
参

画
さ

ん
か

く

に
対た

い

す
る
理

解
り

か
い

・
支

援
し

え
ん

８
．
女
性

じ
ょ
せ
い

が
社
会

し
ゃ
か
い

で
活
動

か
つ
ど
う

す
る
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
と
い
う
風

潮
ふ
う
ち
ょ
う

９
．
女

性
じ

ょ
せ

い

自
身

じ
し

ん

の
自

立
じ

り
つ

1
0．

そ
の
他た

（
）

問と
い

27
あ
な
た
は
政
策

せ
い

さ
く

や
方
針

ほ
う

し
ん

決
定

け
っ

て
い

の
場ば

に
お
い
て
女
性

じ
ょ

せ
い

の
参
画

さ
ん

か
く

を
す
す
め
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

ひ
つ

よ
う

だ
と
思お

も

い
ま
す
か
。（

○
は
３
つ
ま
で
）

１
．
女じ

ょ

性せ
い

議ぎ

員い
ん

が
増ふ

え
る
こ

と

２
．
男

女
だ

ん
じ

ょ

の
比

率
ひ

り
つ

が
偏か
た

よ

ら
な
い
よ
う
に

積
極

的
せ

っ
き

ょ
く

て
き

に
女

性
じ

ょ
せ

い

に
参

画
さ

ん
か

く

し
て
も
ら
う
こ
と

３
．
市し

、
企

業
き

ぎ
ょ

う

、
各

関
係

か
く

か
ん

け
い

機
関

き
か

ん

・
団

体
だ

ん
た

い

な
ど
が
女

性
じ

ょ
せ

い

の
登

用
と

う
よ

う

を
推

進
す

い
し

ん

す
る

こ
と

４
．
女

性
じ

ょ
せ

い

の
人

材
じ

ん
ざ

い

な
ど
に
関か

ん

す
る
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

の
収

集
し

ゅ
う

し
ゅ
う

・
整

備
せ

い
び

・
提

供
て

い
き

ょ
う

に
努つ

と

め
る
こ

と

５
．
女

性
じ

ょ
せ

い

自
身

じ
し

ん

が
自

覚
じ

か
く

し
、
政

策
せ

い
さ

く

・
方

針
ほ

う
し

ん

決
定

け
っ

て
い

の
場ば

へ
参

画
さ

ん
か

く

で
き

る
力ち
か

ら

を
つ
け
る
こ
と

６
．
女

性
じ

ょ
せ

い

が
参

画
さ

ん
か

く

し
な
く
て
も
特と

く

に
問

題
も

ん
だ

い

は
な
い

の
で
、
参

画
さ

ん
か

く

す
る
必

要
ひ

つ
よ

う

は
な

い

７
．
そ
の
他た

（
）
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1
3

セ
ク

ハ
ラ
・
Ｄ

Ｖ
（

配
偶

者
は
い

ぐ
う

し
ゃ

・
恋こ
い

人び
と

な
ど

か
ら

の
暴

力
ぼ
う
り
ょ

く

）
に

つ
い

て
お

た
ず

ね
し

ま
す

。

１
．
職
場

し
ょ

く
ば

２
．
学
校

が
っ

こ
う

３
．
地
域

ち
い

き

４
．
グ
ル
ー

プ
活
動

か
つ

ど
う

な
ど

５
．

お
客き
ゃ

く

さ
ま

・
利
用
者

り
よ

う
し

ゃ

な
ど

６
．
そ
の
他た

（
）

（
立た

ち
入い

っ
た

質
問

し
つ

も
ん

に
な
り
ま
す
が
、

調
査

ち
ょ

う
さ

へ
の
ご

協
力

き
ょ
う
り

ょ
く

を
お

願ね
が

い
い
た
し
ま
す

。）

※
こ
の

調
査

ち
ょ

う
さ

は
無
記
名

む
き

め
い

で
実
施

じ
っ

し

し
て
お
り
、

個
人

こ
じ

ん

が
特
定

と
く

て
い

さ
れ
る
こ
と
は

一
切

い
っ

さ
い

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問と
い

30
あ
な
た
自
身

じ
し

ん

や
周ま

わ

り
の
方か

た

が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害

ひ
が

い

に
あ
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

あ
る

な
い

①
自
分

じ
ぶ

ん

自
身

じ
し

ん

１
２

②
友

人
ゆ

う
じ

ん

や
職

場
し

ょ
く

ば

の
仲

間
な

か
ま

な
ど
、
自

分
じ

ぶ
ん

の
周ま

わ

り
の
人ひ

と

１
２

問と
い

30
－
1

問と
い

30
で
「
あ
る
」
と
お
答こ

た

え
の
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
場
面

ば
め

ん

で
被
害

ひ
が

い

に
あ
わ
れ
た
か
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

31
あ
な
た
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
こ
と
が
配
偶
者
間

は
い

ぐ
う

し
ゃ

か
ん

や

交
際

こ
う

さ
い

相
手

あ
い

て

間か
ん

で
行お
こ

な

わ
れ
た
場
合

ば
あ

い

、
暴

力
ぼ

う
り

ょ
く

に
あ

た
る
と
思お

も

い
ま
す
か
。（

○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

ど
ん
な
場
合

ば
あ

い

で
も

暴
力

ぼ
う
り

ょ
く

に
あ

た
る

と
思お

も

う

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

に
あ

た
る

場
合

ば
あ

い

も
、
そ
う
で

な
い
場
合

ば
あ

い

も
あ
る

と
思お

も

う

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

に
あ

た
る

と
は
思お

も

わ
な
い

①
平
手

ひ
ら

て

で
打う

つ
１

２
３

②
大
声

お
お

ご
え

で
ど
な
る

１
２

３

③
い
や
が
っ
て
い
る
の
に
性

的
せ

い
て

き

な
行

為
こ

う
い

を
強

要
き
ょ
う

よ
う

す
る

１
２

３

④
「
誰だ

れ

の
お
か
げ

で
生
活

せ
い
か

つ

し
て
い
る

と
思お

も

っ
て
い
る
の
か

」

「
甲
斐

か
い

性し
ょ

う

な
し
」
な
ど
と
言い

う
１

２
３

⑤
交
友

こ
う

ゆ
う

関
係

か
ん

け
い

や
電
話

で
ん

わ

を
細こ

ま

か
く
監
視

か
ん

し

、
制
限

せ
い

げ
ん

す
る

１
２

３

◆
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
セ
ク
ハ
ラ

・
性
的

せ
い

て
き

い
や
が
ら
せ
）
と
は

職
場

し
ょ

く
ば

、
学
校

が
っ

こ
う

、
地
域

ち
い

き

活
動

か
つ

ど
う

な
ど
に
お
い
て
、
相
手

あ
い

て

の
意い

に
反は

ん

し
た

攻
撃
的

こ
う

げ
き

て
き

で
屈

辱
的

く
つ
じ
ょ

く
て

き

な
性
的

せ
い

て
き

言
動

げ
ん

ど
う

や
勧
誘

か
ん

ゆ
う

に
よ
り
、
仕
事

し
ご

と

な

ど
を
し
て
い
く
う
え
で
、

一
定

い
っ

て
い

の
不
利
益

ふ
り

え
き

を
与あ

た

え
た
り
、

環
境

か
ん

き
ょ

う

を
悪
化

あ
っ

か

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を

言い

い
ま
す
。

1
4

１
．
配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

２
．
元も

と

配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

３
．
交
際

こ
う

さ
い

相
手

あ
い

て

４
．
元も

と

交
際

こ
う

さ
い

相
手

あ
い

て

１
．
伊

丹
市

い
た

み
し

配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー
（
伊
丹
市

い
た

み
し

Ｄ
Ｖ
相
談

そ
う

だ
ん

室し
つ

）

２
．
他ほ

か

の
配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー

３
．
女
性

じ
ょ

せ
い

の
な
や
み
相
談

そ
う

だ
ん

、
女
性

じ
ょ

せ
い

の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
女
性

じ
ょ

せ
い

の
た
め
の
法
律

ほ
う

り
つ

相
談

そ
う

だ
ん

な
ど

４
．
市し

役
所

や
く

し
ょ

の
相
談

そ
う

だ
ん

窓
口

ま
ど

ぐ
ち

５
．
警
察

け
い

さ
つ

６
．
法

務
局

ほ
う

む
き

ょ
く

・
地
方

ち
ほ

う

法
務

局
ほ

う
む

き
ょ

く

、
人

権
じ

ん
け

ん

擁
護

よ
う

ご

委
員

い
い

ん

７
．
民
間

み
ん

か
ん

の
専
門

せ
ん

も
ん

家か

や
専
門

せ
ん

も
ん

機
関

き
か

ん

（
弁
護
士

べ
ん

ご
し

・
弁
護
士

べ
ん

ご
し

会か
い

、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
関

き
か

ん

、
民
間

み
ん

か
ん

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
）

８
．
医
療

い
り

ょ
う

関
係
者

か
ん

け
い

し
ゃ

（
医
師

い
し

、
看
護
師

か
ん

ご
し

な
ど
）

９
．
学

校
が

っ
こ

う

関
係
者

か
ん

け
い

し
ゃ

（
教

員
き

ょ
う

い
ん

、
養
護

よ
う

ご

教
員

き
ょ

う
い
ん

、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

）

1
0．

民
生

み
ん

せ
い

委
員

い
い

ん

・
児
童

じ
ど

う

委
員

い
い

ん

1
1．

家
族

か
ぞ

く

や
親し

ん

せ
き

1
2．

友
人

ゆ
う

じ
ん

・
知
人

ち
じ

ん

1
3．

そ
の
他た

（
具
体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

1
4．

ど
こ
（
だ
れ
）
に
も
相

談
そ

う
だ

ん

し
な
か
っ
た
（
理
由

り
ゆ

う

）

１
．
あ
る

２
．
な
い

問と
い

32
あ
な
た
は
、
配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

や
交
際

こ
う

さ
い

相
手

あ
い

て

か
ら
次つ

ぎ

に
あ
げ
る
よ
う
な
暴
力

ぼ
う

り
ょ

く

を

１
つ
で
も
受う

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。（

○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

何
度

な
ん

ど

も

あ
っ
た

１
、
２
度ど

あ
っ
た

な
い

①
な
ぐ
る
、
け
る
な
ど
の
身
体
的

し
ん

た
い

て
き

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

１
２

３

②
の
の
し
る
、
お
ど
す
な
ど
の
言
葉

こ
と

ば

の
暴

力
ぼ
う

り
ょ
く

や
、
無
視

む
し

す
る
な
ど
の
精
神
的

せ
い
し

ん
て
き

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

１
２

３

③
性せ

い

行
為

こ
う

い

の
強

要
き

ょ
う

よ
う

、
避
妊

ひ
に

ん

に
協

力
き

ょ
う

り
ょ

く

し
な
い
な
ど
の
性
的

せ
い

て
き

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

１
２

３

④
生
活
費

せ
い

か
つ

ひ

を
渡わ

た

さ
な
い
、
仕

事
し

ご
と

に
就つ

く
こ
と
を
禁き

ん

じ
る
な
ど
の
経
済

的
け

い
ざ

い
て

き

暴
力

ぼ
う

り
ょ

く

１
２

３

⑤
実

家
じ

っ
か

や
友

人
ゆ
う
じ

ん

と
の
つ
き
あ
い
や
本

人
ほ
ん
に

ん

の
行

動
こ
う
ど

う

を
監

視
か

ん
し

、
制

限
せ
い
げ

ん

す
る
社
会
的

し
ゃ
か

い
て

き

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

１
２

３

問と
い

32
－
１

問と
い

32
で
「
何
度

な
ん

ど

も
あ
っ
た
」「

１
、
２
度ど

あ
っ
た
」
と
お
答こ

た

え
の
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

暴
力

ぼ
う
り

ょ
く

が
あ
っ
た
時
点

じ
て

ん

で
の
あ
な
た
と
相
手

あ
い

て

と
の
関
係

か
ん

け
い

を
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

32
－
２

問と
い

32
で
「
何
度

な
ん

ど

も
あ
っ
た
」「

１
、
２
度ど

あ
っ
た
」
と
お
答こ

た

え
の
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

暴
力

ぼ
う
り
ょ
く

を
受う

け
た
行
為

こ
う

い

に
つ
い
て
、
誰だ
れ

か
に
打う

ち
明あ

け
た
り
、
相
談

そ
う
だ
ん

し
た
り
し
ま
し
た
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

33
あ
な
た
の
周
囲

し
ゅ

う
い

（
知
人

ち
じ

ん

、
近
隣

き
ん

り
ん

、
親し

ん

せ
き
）
で
、
問と

い

32
で
あ
げ
て
い
る
よ
う
な

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

が
起お

こ
っ
て
い
る
の
を
見み

た

り
、
聞き

い
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）
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1
5

１
．
被

害
ひ

が
い

を
受う

け
、
悩な

や

ん
で
い

る
人ひ

と

に
対た

い

す
る

情
報

じ
ょ

う
ほ
う

提
供

て
い

き
ょ
う

や
相

談
そ

う
だ

ん

体
制

た
い

せ
い

を
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

す
る

２
．
暴

力
ぼ

う
り

ょ
く

の
早

期
そ

う
き

発
見

は
っ

け
ん

・
対

応
た

い
お

う

に
向む

け
た
地

域
ち

い
き

に
お
け

る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
こ

う
ち

く

と
内

容
な

い
よ

う

の
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

を
図は

か

る

３
．
保

護
ほ

ご

命
令

め
い

れ
い

制
度

せ
い

ど

な
ど

の
法

的
ほ

う
て

き

支
援

し
え

ん

の
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

提
供

て
い

き
ょ
う

や
手

続
て

つ
づ

き

な
ど
の
支

援
し

え
ん

を
行お
こ
な

う

４
．
被

害
者

ひ
が

い
し

ゃ

が
避

難
ひ

な
ん

で
き
る
場

所
ば

し
ょ

の
整

備
せ

い
び

な
ど
保

護
ほ

ご

体
制

た
い

せ
い

を
充

実
じ
ゅ

う
じ
つ

す
る

５
．
避

難
ひ

な
ん

し
た
被

害
者

ひ
が

い
し

ゃ

の
移

転
先

い
て

ん
さ

き

な
ど
の

情
報

じ
ょ

う
ほ
う

が
加

害
者

か
が

い
し

ゃ

に
伝つ

た

わ
ら

な
い
よ
う
に

情
報

じ
ょ
う

ほ
う

の
管

理
か

ん
り

を
徹

底
て

っ
て

い

す
る

６
．
被

害
者

ひ
が

い
し

ゃ

が
住

居
じ

ゅ
う

き
ょ

を
確

保
か

く
ほ

で
き
る
よ
う
に
支

援
し

え
ん

す
る

７
．
生

活
費

せ
い

か
つ

ひ

な
ど

の
貸

付
か

し
つ

け

・
給

付
き

ゅ
う

ふ

制
度

せ
い

ど

を
設も

う

け
る

８
．
被

害
者

ひ
が

い
し

ゃ

の
心

身
し

ん
し

ん

の
回

復
か

い
ふ

く

の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
事

業
じ

ぎ
ょ

う

を
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

さ
せ
る

９
．
被

害
者

ひ
が

い
し

ゃ

の
自

立
じ

り
つ

を
目め

指ざ

し
、

就
労

し
ゅ

う
ろ
う

支
援

し
え

ん

を
充

実
じ
ゅ

う
じ
つ

さ
せ
る

1
0．

家
庭

か
て

い

や
地

域
ち

い
き

、
職

場
し

ょ
く

ば

に
お
い
て

、
男

女
だ

ん
じ

ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

社
会

し
ゃ

か
い

の
推

進
す

い
し

ん

に
向む

け
た
啓

発
け

い
は

つ

を
積

極
的

せ
っ

き
ょ
く

て
き

に
行お
こ

な

う

1
1．

学
校

が
っ

こ
う

な
ど

で
人

権
じ

ん
け

ん

や
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防

止
ぼ

う
し

、
性せ

い

に
関か

ん

す
る
教

育
き
ょ

う
い
く

を
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

す
る

1
2．

メ
デ
ィ
ア
で
の

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

シ
ー
ン
の
露

出
ろ

し
ゅ

つ

を
ひ
か
え
る

13
．
加

害
者

か
が

い
し

ゃ

更
生

こ
う

せ
い

の
た
め
の
有

効
ゆ

う
こ

う

な
方

策
ほ

う
さ

く

を
研

究
け

ん
き

ゅ
う

す
る

14
．
そ
の
他た

（
具

体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

1
5．

特と
く

に
な

い

問と
い

34
あ
な
た
は
、
配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

や
交
際

こ
う

さ
い

相
手

あ
い

て

な
ど
か
ら
の

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

の
防
止

ぼ
う

し

や
被
害
者

ひ
が

い
し

ゃ

支
援

し
え

ん

の
た
め
に
、
特と

く

に
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要

ひ
つ

よ
う

だ
と
思お

も

い
ま
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

残の
こ

り
５
ペ
ー
ジ
！

次つ
ぎ

は
、

市し

の
施

策
し

さ
く

に
つ

い
て

、
お
聞き

き
し

ま
す

。

伊い

丹た
み

市し

マ
ス
コ
ッ
ト

た
み
ま
る

1
6

人じ
ん

権け
ん

・
男

女
だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ
う
ど

う

参
画

さ
ん

か
く

に
関

す
る

か
ん

市し

の
施

策
し

さ
く

に
つ

い
て

お
た

ず
ね

し
ま

す
。

問と
い

35
あ
な
た
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
言
葉

こ
と

ば

や
名

称
め

い
し

ょ
う

に
つ
い
て
ご
存
知

ぞ
ん

じ

で
す

か
。（

○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

内 容

な い よ う

ま で よ く

知
し

て い る

内 容

な い よ う

も 少
す こ

し は

知
し

て い る

聞
き

い た こ と は

あ る
全

ま た

く 知
し

ら な

い

伊 丹 市

い た み し

の 施 策

し さ く

①
伊

丹
市

い
た

み
し

男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

計
画

け
い

か
く

１
２

３
４

②
伊

丹
市

い
た

み
し

Ｄ
Ｖ
防

止
ぼ

う
し

・
被

害
者

ひ
が

い
し

ゃ

支
援

し
え

ん

計
画

け
い

か
く

～
第だ

い

２
期き

伊
丹
市

い
た

み
し

配
偶
者

は
い
ぐ

う
し

ゃ

等と
う

か
ら
の

暴
力

ぼ
う

り
ょ
く

対
策

た
い
さ

く

基
本

き
ほ

ん

計
画

け
い
か

く

～
１

２
３

４

③
伊

丹
市

い
た

み
し

人
権

じ
ん

け
ん

教
育

き
ょ
う

い
く

・
啓

発
け

い
は

つ

推
進

す
い

し
ん

に
関か

ん

す
る
基

本
き

ほ
ん

方
針

ほ
う

し
ん

１
２

３
４

④
伊
丹
市

い
た

み
し

男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

施
策

し
さ

く

市
民

し
み

ん

オ
ン
ブ
ー
ド

１
２

３
４

⑤
伊
丹

い
た

み

市
立

し
り

つ

女
性

じ
ょ

せ
い

・
児
童

じ
ど

う

セ
ン
タ
ー

１
２

３
４

⑥
伊
丹

い
た

み

市
立

し
り

つ

人
権

じ
ん

け
ん

啓
発

け
い

は
つ

セ
ン
タ
ー
『
ふ
ら
っ
と
』

１
２

３
４

⑦
伊
丹
市

い
た

み
し

Ｄ
Ｖ
相
談
室

そ
う
だ
ん
し
つ （
伊
丹
市

い
た

み
し

配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

暴
力

ぼ
う
り
ょ
く

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー
）

１
２

３
４

⑧
い
た
み
女

性
じ

ょ
せ

い

チ
ャ
レ
ン
ジ
ひ
ろ
ば

１
２

３
４

⑨
男

女
だ

ん
じ

ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

推
進

す
い

し
ん

市
民

し
み

ん

フ
ォ
ー
ラ
ム

１
２

３
４

⑩
男

女
だ

ん
じ

ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

情
報

紙
じ

ょ
う

ほ
う

し

『
co
m-
co
m（

コ
ム
-コ

ム
）』

１
２

３
４

⑪
男

女
だ

ん
じ

ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

推
進

す
い

し
ん

事
業

所
じ

ぎ
ょ

う
し

ょ

表
彰

ひ
ょ

う
し
ょ

う
１

２
３

４

男 女

だ ん じ

共 同

き う ど う

参 画

さ ん か く

に 関
か ん

す る こ と が ら

⑫
女

性
じ

ょ
せ

い

差
別

さ
べ

つ

撤
廃

て
っ

ぱ
い

条
約

じ
ょ
う

や
く

１
２

３
４

⑬
男
女

だ
ん

じ
ょ

雇
用

こ
よ

う

機
会

き
か

い

均
等
法

き
ん

と
う

ほ
う

１
２

３
４

⑭
育

児
い

く
じ

・
介

護
か

い
ご

休
業

法
き

ゅ
う

ぎ
ょ

う
ほ
う

１
２

３
４

⑮
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

社
会

し
ゃ

か
い

１
２

３
４

⑯
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積

極
的

せ
っ

き
ょ
く

て
き

改
善

か
い

ぜ
ん

措
置

そ
ち

）
１

２
３

４

⑰
仕
事

し
ご

と

と
生
活

せ
い

か
つ

の
調
和

ち
ょ

う
わ

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

１
２

３
４

⑱
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

１
２

３
４

⑲
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

１
２

３
４

⑳
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ

）
１

２
３

４

㉑
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
／
ラ
イ
ツ

※
１

２
３

４

㉒
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
社し

ゃ

会か
い

的て
き

・
文

化
的

ぶ
ん

か
て

き

に
形

成
け

い
せ

い

さ
れ
た
性

別
せ

い
べ

つ

）
１

２
３

４

※
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
：

子こ

ど
も
を
産う

む
か
ど
う
か
、
子こ

ど
も
の
数か

ず

、
出

産
し

ゅ
っ
さ

ん

間
隔

か
ん
か
く

、
出

産
し

ゅ
っ
さ

ん

す
る
時
期

じ
き

を
、

自み
ず

か

ら
の

意
思

い
し

で
決
定

け
っ
て
い

す
る
な
ど
、

性せ
い

と
生

殖
せ

い
し
ょ

く

に
関か

ん

す
る

健
康

け
ん
こ
う

・
権
利

け
ん

り

の
こ
と
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1
7

１
．
国く

に

・
県け

ん

・
市し

な
ど

が
主

催
し

ゅ
さ

い

す
る
講

演
会

こ
う

え
ん

か
い

や
イ
ベ

ン
ト

２
．
学
校

が
っ

こ
う

の
授

業
じ

ゅ
ぎ

ょ
う

で
の
教

育
き

ょ
う

い
く

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

か
つ

ど
う

な
ど
で
の
研

修
け

ん
し

ゅ
う

３
．
職

場
し

ょ
く

ば

で
行お
こ

な

わ
れ
る
講

演
会

こ
う

え
ん

か
い

や
研

修
会

け
ん

し
ゅ
う

か
い

４
．
自

治
会

じ
ち

か
い

や
婦

人
会

ふ
じ

ん
か

い

な
ど
地

域
ち

い
き

の
団

体
だ

ん
た

い

が
主

催
し

ゅ
さ

い

す
る
学

習
会

が
く

し
ゅ
う

か
い

５
．
民
間

み
ん

か
ん

団
体

だ
ん

た
い

や
市
民

し
み

ん

グ
ル
ー
プ
が
主
催

し
ゅ

さ
い

す
る
講
演
会

こ
う

え
ん

か
い

や
研

修
会

け
ん

し
ゅ
う

か
い

６
．
そ
の
他た

（
）

７
．
参
加

さ
ん

か

し
た
こ
と
が
な
い

１
．
１
～
２
回か

い

２
．
３
～
５
回か

い

３
．
６
回か

い

以
上

い
じ

ょ
う

１
．
研

修
け

ん
し

ゅ
う

や
講
演
会

こ
う

え
ん

か
い

に
関
心

か
ん

し
ん

が
あ
っ
た
の
で
自
分

じ
ぶ

ん

か
ら
す
す
ん
で

２
．
職

場
し

ょ
く

ば

の
上

司
じ

ょ
う

し

の
指

示
し

じ

や
職

場
し

ょ
く

ば

へ
の
割わ

り
当あ

て
が
あ
っ

た
の
で

３
．
自
分

じ
ぶ

ん

が
団
体

だ
ん

た
い

な
ど
で
役
員

や
く

い
ん

を
し
て
い
た
の
で

４
．
知し

り
合あ

い
の
人ひ

と

に
誘さ

そ

わ
れ
た
の

で

５
．
他ほ

か

の
行
事

ぎ
ょ

う
じ

や
授

業
じ

ゅ
ぎ

ょ
う

、
研

修
け

ん
し

ゅ
う

の
中な

か

に
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

の
学

習
が

く
し

ゅ
う

が
組く

み
込こ

ま
れ
て
い
た
の
で

６
．
授

業
じ

ゅ
ぎ

ょ
う

参
観

さ
ん

か
ん

な
ど
子こ

ど
も

の
学

校
が

っ
こ

う

行
事

ぎ
ょ

う
じ

に
行い

っ
た
と
き

に

７
．
そ
の
他た

（
）

１
．
人

権
じ

ん
け

ん

・
男

女
だ

ん
じ

ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

の
課

題
か

だ
い

を
解

決
か

い
け

つ

す
る
た
め
、
自

分
じ

ぶ
ん

も
何な

に

か
を
し
た
い
と
思お

も

っ
た

２
．
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

に
つ
い
て
話は

な

し
合あ

え
る
仲
間

な
か

ま

が
で
き
て
よ
か
っ
た

３
．
今い

ま

ま
で
聞き

い
た
内

容
な

い
よ

う

と
同お

な

じ
話は
な

し

の
繰く

り
返か

え

し
が
多お

お

か
っ
た

４
．
内

容
な

い
よ

う

が
難む
ず

か

し
く
て
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た

５
．
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

の
大
切

た
い

せ
つ

さ
が
わ
か
っ
た

６
．
差
別

さ
べ

つ

の
厳き

び

し
い
現
実

げ
ん

じ
つ

が
わ
か
っ
た

７
．
さ
ら

に
学

習
が

く
し

ゅ
う

し
た
い

と
思お

も

っ
た

８
．
自
分

じ
ぶ

ん

に
は
あ
ま
り
関
係

か
ん

け
い

な
い
と
思お

も

っ
た

９
．
差

別
さ

べ
つ

は
許ゆ

る

さ
な
い
と
い

う
気

持
き

も

ち
が
強つ

よ

ま
っ

た

1
0．

よ
く
覚お

ぼ

え
て
い
な
い

1
1．

そ
の
他た

（
）

問と
い

36
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

に
関か

ん

す
る

授
業

じ
ゅ

ぎ
ょ
う

や
研

修
け

ん
し

ゅ
う

・
講
演
会

こ
う

え
ん

か
い

、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
こ
の
５
～

６
年ね

ん

の
間あ
い

だ

に
参
加

さ
ん

か

し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
は
次つ

ぎ

の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

36
－
１

問と
い

36
で
「
１
」
～
「
６
」
を
選え

ら

ば
れ
た
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

に
関か

ん

す
る

授
業

じ
ゅ

ぎ
ょ
う

や
研

修
け

ん
し

ゅ
う

・
講
演
会

こ
う

え
ん

か
い

、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
こ

の
５
～
６
年ね

ん

の
間あ
い

だ

に
参
加

さ
ん

か

し
た
回
数

か
い

す
う

は
次つ

ぎ

の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
１
つ
）

問と
い

36
－
２

問と
い

36
で
「
１
」
～
「
６
」
を
選え

ら

ば
れ
た
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

あ
な
た
が
参
加

さ
ん

か

し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由

り
ゆ

う

か
ら
で
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

36
－
３

問と
い

36
で
「
１
」
～
「
６
」
を
選え

ら

ば
れ
た
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

参さ
ん

加か

し
て
ど
の
よ
う
な

印
象

い
ん
し

ょ
う

や
感
想

か
ん

そ
う

を
持も

ち
ま
し
た
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

問と
い

37
か
ら
続つ

づ

け
て
く
だ
さ
い

問と
い

36
－
１
か
ら

続つ
づ

け
て
く
だ
さ
い

18

問と
い

37
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

の
実
現

じ
つ

げ
ん

に
向む

け
て
今
後

こ
ん

ご

、
市し

が
特と

く

に
力ち
か
ら

を
入い

れ
る
べ
き
だ
と
思お

も

う
も
の
を
お
答こ

た

え
く
だ

さ
い
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

１
．
学
校

が
っ

こ
う

で
男
女

だ
ん

じ
ょ

の
性
別

せ
い

べ
つ

に
と
ら
わ
れ
な
い
教

育
き
ょ
う

い
く

や
進
路

し
ん

ろ

指
導

し
ど

う

を
す
る

２
．
学
校

が
っ

こ
う

な
ど
に
お
け
る
人
権

じ
ん

け
ん

教
育

き
ょ
う

い
く

を
充

実
じ
ゅ
う

じ
つ

さ
せ
る

３
．
学

校
が

っ
こ

う

な
ど
に
お
け
る
多

様
性

た
よ

う
せ

い

を
認み

と

め
合あ

う
教

育
き
ょ
う

い
く

を
充

実
じ
ゅ

う
じ
つ

す
る

４
．
さ
ま
ざ
ま

な
媒

体
ば

い
た

い

を
活

用
か

つ
よ

う

し
て

、
広

報
こ

う
ほ

う

・
啓

発
け

い
は

つ

を
行お
こ
な

う
（
具

体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

５
．
採
用

さ
い

よ
う

・
昇

進
し

ょ
う

し
ん

・
賃
金

ち
ん

ぎ
ん

な
ど
、
職
場

し
ょ

く
ば

で
の
実
質

じ
っ

し
つ

的て
き

な
男
女

だ
ん

じ
ょ

平
等

び
ょ

う
ど

う

を
進す
す

め
る
よ
う
に
企
業

き
ぎ

ょ
う

や
事
業

じ
ぎ

ょ
う

主ぬ
し

に
啓
発

け
い

は
つ

す
る

６
．
地
域

ち
い

き

・
団
体

だ
ん

た
い

・
企
業

き
ぎ

ょ
う

へ
の
出
前

で
ま

え

講
座

こ
う

ざ

を
実
施

じ
っ

し

す
る

７
．
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

に
関か

ん

す
る
講
座

こ
う

ざ

や
イ
ベ
ン
ト
を

充
実

じ
ゅ
う

じ
つ

す
る

８
．
児

童
じ

ど
う

虐
待

ぎ
ゃ
く

た
い

や
高

齢
者

こ
う

れ
い

し
ゃ

虐
待

ぎ
ゃ
く

た
い

、
障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

虐
待

ぎ
ゃ
く

た
い

防
止

ぼ
う

し

に
向む

け
た
啓

発
け

い
は

つ

を
充

実
じ
ゅ
う

じ
つ

す
る

９
．
人

権
じ

ん
け

ん

課
題

か
だ

い

を
か
か
え

る
人

々
ひ

と
び

と

と
の
交

流
こ
う
り

ゅ
う

の
機

会
き

か
い

を
設も

う

け
る

10
．
人

権
じ

ん
け

ん

・
男

女
だ

ん
じ

ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

に
関か

ん

す
る
制

度
せ

い
ど

・
施

設
し

せ
つ

を
充

実
じ
ゅ
う

じ
つ

す
る

11
．
育

児
い

く
じ

・
保

育
ほ

い
く

・
介

護
か

い
ご

に
関か

ん

す
る
制

度
せ

い
ど

・
施

設
し

せ
つ

を
充

実
じ
ゅ
う

じ
つ

す
る

12
．
人

権
じ

ん
け

ん

問
題

も
ん

だ
い

に
対た

い

す
る
各

種
か

く
し

ゅ

相
談

そ
う

だ
ん

を
充

実
じ
ゅ
う

じ
つ

す
る

13
．

公
共

こ
う
き

ょ
う

施
設

し
せ

つ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化か

、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
推
進

す
い

し
ん

す
る

14
．
市し

職
員

し
ょ
く

い
ん

な
ど
の
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

意
識

い
し

き

の
向

上
こ
う
じ

ょ
う

を
図は

か

る

15
．
市し

の
政

策
せ

い
さ

く

・
方

針
ほ

う
し

ん

決
定

け
っ

て
い

の
場ば

へ
の
多

様
た

よ
う

な
立

場
た

ち
ば

か
ら

の
参

画
さ

ん
か

く

を
推

進
す

い
し

ん

す
る

16
．
人

権
じ

ん
け

ん

・
男

女
だ

ん
じ

ょ

共
同

き
ょ
う

ど
う

参
画

さ
ん

か
く

の
推

進
す

い
し

ん

に
向む

け
、
市し

が
率

先
そ

っ
せ

ん

し
た
取と

り
組く

み
を

行お
こ
な

う

17
．
そ
の
他た

（
具

体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

18
．
特と

く

に
な
い

残の
こ

り
２

ペ
ー

ジ
！

次つ
ぎ

は
あ

な
た

の
こ

と

に
つ

い
て

、
お

し
え

て
く
だ
さ
い
。
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１
．
男

性
だ

ん
せ

い

２
．
女

性
じ

ょ
せ

い

３
．
そ
の
他た

（
ま
た
は
答こ

た

え
た
く
な

い
）

１
．
15
～
19
歳さ

い

２
．
20
～
29
歳さ

い

３
．
30
～
39
歳さ

い

４
．
40
～
49
歳さ

い

５
．
50
～
59
歳さ

い

６
．
60
～
69
歳さ

い

７
．
70
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

１
．
い
な
い

２
．
乳
幼
児

に
ゅ

う
よ

う
じ

（
小

学
校

し
ょ
う

が
っ
こ
う

入
学

前
に
ゅ
う

が
く
ま
え

）
３
．

小
学

生
し
ょ
う

が
く
せ
い

４
．

中
学

生
ち
ゅ
う

が
く
せ
い

あ
な

た
ご

自
身

じ
し

ん

の
こ

と
に

つ
い

て
お

た
ず

ね
し

ま
す

。

１
．
勤つ

と

め
人に

ん

（
常

勤
じ
ょ
う

き
ん

・
フ
ル
タ
イ
ム

）
２

．
商し
ょ
う

工
業

こ
う
ぎ

ょ
う

、
農

業
の
う
ぎ

ょ
う

な
ど
の
自

営
業

じ
え

い
ぎ

ょ
う

３
．
執

筆
業

し
っ
ぴ

つ
ぎ
ょ
う

、
弁

護
士

べ
ん

ご
し

な
ど
の
専

門
的

せ
ん

も
ん

て
き

職
業

し
ょ
く

ぎ
ょ
う

４
．
勤つ

と

め
人に

ん

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
ア

ル
バ
イ
ト
）

５
．
派
遣

は
け

ん

社
員

し
ゃ

い
ん

６
．
内

職
な
い
し

ょ
く

な
ど
の
家
庭
内

か
て

い
な

い

請
負

う
け

お
い

業ぎ
ょ
う

７
．
家

事
か

じ

専
業

せ
ん
ぎ

ょ
う

８
．
学

生
が

く
せ

い

（
受

験
じ

ゅ
け

ん

勉
強

中
べ
ん
き

ょ
う
ち
ゅ

う

の
方か

た

も
含ふ

く

む
）

９
．
そ
の
他た

（
具

体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

10
．
無

職
む

し
ょ

く

（
７
、
８
以

外
い

が
い

）

１
．
い
る

２
．
い
な
い

１
．
５
年ね

ん

未
満

み
ま

ん

２
．
５
年ね

ん

以
上

い
じ

ょ
う

10
年ね

ん

未
満

み
ま

ん

３
．
10
年ね

ん

以
上

い
じ

ょ
う

20
年ね

ん

未
満

み
ま

ん

４
．
20
年ね

ん

以
上

い
じ

ょ
う

１
．
単
身

た
ん

し
ん

（
一
人

ひ
と

り

暮ぐ

ら
し
）

２
．
夫
婦

ふ
う

ふ

・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み

３
．

２
世

代
せ

だ
い

家
族

か
ぞ

く

（
親お

や

と
子こ

）
４

．
３
世

代
せ

だ
い

家
族

か
ぞ

く

（
親お
や

と
子こ

と
孫ま
ご

、
親お
や

と
子こ

と
祖

父
母

そ
ふ

ぼ

な
ど

）

５
．
そ
の
他た

（
）

１
．
未
婚

み
こ

ん

・
非
婚

ひ
こ

ん

２
．
既
婚

き
こ

ん

３
．
既
婚

き
こ

ん

（
離
別

り
べ

つ

・
死
別

し
べ

つ

）

１
．
生
計

せ
い

け
い

の
維
持

い
じ

２
．
家
計

か
け

い

の
補
助

ほ
じ

ょ

３
．
住

宅
じ
ゅ
う

た
く

ロ
ー
ン
な
ど
借

金
し
ゃ
っ

き
ん

返
済

へ
ん

さ
い

４
．
子こ

ど
も
の
教

育
き
ょ
う

い
く

資
金

し
き

ん

５
．
将

来
し
ょ
う

ら
い

に
備そ

な

え
て
の
貯
蓄

ち
ょ

ち
く

６
．
自
分

じ
ぶ

ん

で
自
由

じ
ゆ

う

に
使つ

か

え
る
お
金か

ね

を
得え

る

７
．
生い

き
が

い
８

．
自

分
じ

ぶ
ん

の
能

力
の
う
り

ょ
く

や
資

格
し

か
く

を
生い

か
す

９
．
視

野
し

や

を
広ひ

ろ

げ
、
友

人
ゆ

う
じ

ん

を
得え

る

10
．
社
会

し
ゃ

か
い

へ
の
貢
献

こ
う

け
ん

11
．

働は
た
ら

く
こ
と
が
当
然

と
う

ぜ
ん

12
．
時
間

じ
か

ん

に
余
裕

よ
ゆ

う

が
あ
る

13
．
家
業

か
ぎ

ょ
う

で
あ
る

14
．
そ
の
他た

（
具
体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

15
．
わ
か
ら
な

い

Ｆ
１

あ
な
た
の
自
認

じ
に

ん

す
る
性
別

せ
い

べ
つ

は
。（

○
は
１
つ
）
※

統
計

上
と
う
け

い
じ
ょ
う

必
要

ひ
つ

よ
う

で
す
の
で
お
た
ず
ね
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
２

あ
な
た
の
年
齢

ね
ん

れ
い

は
。（

20
15
年ね

ん

6月が
つ

末ま
つ

現
在

げ
ん

ざ
い

）（
○
は
１
つ
）

Ｆ
３

あ
な
た
は
、
結
婚

け
っ

こ
ん

（
法

律
上

ほ
う
り

つ
じ
ょ
う

の
婚
姻

こ
ん

い
ん

は
問と

わ
な
い
）
し
て
い
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

Ｆ
４

あ
な
た
の
ご
家
族

か
ぞ

く

（
同
居

ど
う

き
ょ

）
の
構
成

こ
う

せ
い

は
次つ

ぎ

の
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
１
つ
）

Ｆ
５

中
学

生
ち
ゅ
う

が
く
せ
い

以
下

い
か

の
お
子こ

さ
ん
（
同
居

ど
う

き
ょ

）
が
い
ま
す
か
。
い
る
場
合

ば
あ

い

、
一
番

い
ち

ば
ん

年
齢

ね
ん

れ
い

の
小ち

い

さ
な
お
子こ

さ
ん
は
ど
れ
に
あ

て
は
ま
り
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

Ｆ
６

あ
な
た
を
含ふ

く

め
て
、
同
居

ど
う

き
ょ

家
族

か
ぞ

く

に
65
歳さ

い

以
上

い
じ

ょ
う

の
方か

た

が
い
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

Ｆ
７

あ
な
た
は
、
伊
丹

い
た

み

に
住す

ん
で
何
年

な
ん

ね
ん

に
な
り
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
）

Ｆ
８

あ
な
た
の
現
在

げ
ん

ざ
い

の
ご

職
業

し
ょ
く

ぎ
ょ
う

に
最

も
も
っ
と

近
い

ち
か

も
の
は
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
１
つ
）

Ｆ
９

現
在

げ
ん

ざ
い

働は
た
ら

い
て
い
る
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

あ
な
た
が

働は
た
ら

い
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由

り
ゆ

う

か
ら
で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

2
0

質
問

し
つ

も
ん

は
以

上
い

じ
ょ

う

で
す

。
ご
協

力
き

ょ
う

り
ょ

く

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

記
入

き
に

ゅ
う

も
れ
が

な
い

か
、
も

う
一

度
い

ち
ど

ご
確

認
か

く
に

ん

の
う

え
、

同
封

ど
う

ふ
う

の
返

信
用

へ
ん

し
ん

よ
う

封
筒

ふ
う

と
う

に
入い

れ
、

封ふ
う

を
し
て

、

切
手

き
っ

て

を
貼は

ら
ず

に
９

月が
つ

７
日か

（
月げ

つ

）
ま
で

に
ポ
ス

ト
に

ご
投

函
と

う
か

ん

く
だ

さ
い

。

１
．
勤つ

と

め
人に

ん （
常

勤
じ

ょ
う

き
ん ・

フ
ル
タ
イ
ム
）

２
．

商し
ょ

う

工
業

こ
う

ぎ
ょ
う

、
農

業
の

う
ぎ

ょ
う

な
ど
の
自

営
業

じ
え

い
ぎ

ょ
う

３
．

執
筆

業
し

っ
ぴ

つ
ぎ

ょ
う

、
弁

護
士

べ
ん

ご
し

な
ど
の
専
門

的
せ

ん
も

ん
て

き

職
業

し
ょ
く

ぎ
ょ
う

４
．
勤つ

と

め
人に

ん （
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
ア
ル
バ
イ
ト
）

５
．
派

遣
は

け
ん

社
員

し
ゃ

い
ん

６
．

内
職

な
い
し

ょ
く

な
ど
の
家

庭
内

か
て

い
な

い

請
負

う
け

お
い

業ぎ
ょ

う

７
．
家

事
か

じ

専
業

せ
ん

ぎ
ょ
う

８
．
学

生
が

く
せ

い （
受

験
じ

ゅ
け

ん

勉
強

中
べ
ん
き

ょ
う
ち

ゅ
う

の
方か

た

も
含ふ

く

む
）

９
．
そ
の
他た

（
具

体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

1
0．

無
職

む
し

ょ
く （
７

、
８
以

外
い

が
い

）

１
．
保ほ

証し
ょ

う

人に
ん

が
い
な
い
た
め

住
宅

じ
ゅ
う

た
く

が
借か

り
ら
れ

な
い

２
．
偏

見
へ

ん
け

ん

や
誤

解
ご

か
い

な
ど
に
よ
り
、

住
宅

じ
ゅ

う
た

く

へ
の

入
居

に
ゅ
う

き
ょ

が
難む
ず
か

し
い
こ

と

３
．

就
職

先
し

ゅ
う

し
ょ

く
さ
き

が
き
ま
ら
な
い

４
．

就
業

し
ゅ
う

ぎ
ょ

う

に
関か

ん

す
る
相

談
先

そ
う

だ
ん

さ
き

、
情

報
じ
ょ
う

ほ
う

入
手

先
に
ゅ

う
し

ゅ
さ
き

が
わ
か
ら
な
い

５
．
生

活
費

せ
い

か
つ

ひ

が
不

足
ふ

そ
く

し
て
い
る
、
相
談

先
そ

う
だ

ん
さ

き

が
わ
か
ら
な

い

６
．
教

育
費

き
ょ

う
い

く
ひ

が
不

足
ふ

そ
く

し
て
い

る
、
相
談

先
そ

う
だ

ん
さ

き

が
わ
か
ら
な

い

７
．
炊

事
す

い
じ

洗
濯

せ
ん

た
く

な
ど

の
日

常
に

ち
じ

ょ
う

の
家

事
か

じ

が
で
き
な

い

８
．
仕

事
し

ご
と

や
緊

急
時

き
ん

き
ゅ

う
じ

な
ど
の
預あ

ず

け
先さ

き

が
な
い
、
子こ

ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
の
相

談
そ

う
だ

ん

が
で

き
な
い

９
．
市し

の
サ
ー
ビ

ス
や
支

援
し

え
ん

の
情

報
じ
ょ

う
ほ
う

が
得え

に
く

い

1
0．

地
域

ち
い

き

と
の
つ
な
が
り

や
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

が
得え

に
く

い

1
1．

そ
の
他た

（
）

1
2．

特と
く

に
な
い

１
．
経

済
的

け
い

ざ
い

て
き

に
働は
た

ら

く
必

要
ひ

つ
よ

う

が
な

い
２
．
他ほ

か

に
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

３
．
家

庭
か

て
い

に
い
る
の
が
当あ

た
り
前ま

え

４
．
家

事
か

じ

負
担

ふ
た

ん

が
大お

お

き
い

５
．
子こ

育そ
だ

て
中ち
ゅ
う

６
．
病

気
び

ょ
う

き

７
．
希

望
き

ぼ
う

の
職し
ょ

く

が
見み

つ
か
ら
な

い
８
．
家

族
か

ぞ
く

が
働は
た
ら

く
こ
と

を
望の

ぞ

ま
な
い

９
．
家

族
か

ぞ
く

の
介

護
か

い
ご

1
0．

在
学

中
ざ

い
が

く
ち

ゅ
う

1
1．

高
齢

こ
う

れ
い

で
あ

る
1
2．

働は
た

ら

く
こ
と

に
向む

い
て
い
な
い

1
3．

働は
た
ら

き
た
い
が
、
何な

に

を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

1
4．

そ
の
他た

（
具

体
的

ぐ
た

い
て

き

に
）

1
5．

わ
か
ら
な

い

Ｆ
10

現
在

げ
ん

ざ
い

働は
た

ら

い
て
い
な
い
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

あ
な
た
が

働は
た

ら

い
て
い
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由

り
ゆ

う

か
ら
で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

Ｆ
11

配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
い
る
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
配
偶
者

は
い

ぐ
う

し
ゃ

の
現
在

げ
ん

ざ
い

の
ご

職
業

し
ょ
く

ぎ
ょ

う

に
最も
っ
と

も
近ち

か

い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。（

○
は
１
つ
）

Ｆ
12

ひ
と
り
親お

や

家
庭

か
て

い

の
方か

た

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

現
在

げ
ん

ざ
い

困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記

か
き

の
中な

か

か
ら
お
答こ

た

え
く
だ
さ
い
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

○
人
権

じ
ん

け
ん

・
男
女

だ
ん

じ
ょ

共
同

き
ょ

う
ど
う

参
画

さ
ん

か
く

に
関か

ん

す
る
こ
と
で
何な

に

か
ご
意
見

い
け

ん

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
由

じ
ゆ

う

に
お
書か

き
く
だ
さ
い
。
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